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新　　 年

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
今
年
が
一
年
を
通
じ
て
笑

顔
あ
ふ
れ
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

今
年
も
、
豊
岡
市
政
の
最
大
の
課
題
は
地
方
創
生
＝

人
口
減
少
対
策
で
す
。

　

人
口
減
少
の
要
因
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
若

者
の
社
会
減
で
す
。
10
代
で
大
幅
な
転
出
超
過
が
起
き

て
い
ま
す
。
特
に
高
校
卒
業
時
に
は
約
８
割
の
若
者
が

豊
岡
を
離
れ
ま
す
。
20
代
で
は
転
入
超
過
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
10
代
で
失
わ
れ
た
人
口
の
約
35
％
し
か
回
復

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

豊
岡
に
は
大
学
が
な
い
し
、
若
者
が
広
い
世
界
を
見

て
み
た
い
と
思
う
の
は
当
然
で
す
。
10
代
の
転
出
超
過

は
、
や
む
を
得
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
20
代
で
こ
ん
な

に
も
帰
っ
て
こ
な
い
の
か
。

　
「
地
方
は
貧
し
く
て
、
つ
ま
ら
な
い
」と
い
う
強
烈
な

イ
メ
ー
ジ
が
若
い
人
た
ち
の
足
を
止
め
て
い
る
と
私
た

ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
大
企
業
は
な
い
し
、
所
得
格
差

も
あ
る
。
お
ま
け
に
、
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ

と
は
め
っ
た
に
で
き
な
い
し
、
お
し
ゃ
れ
な
店
も
通
り

も
な
い
。
そ
こ
で
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
単
に
地
方

に
お
け
る
所
得
の
低
さ
で
は
な
く
、
地
方
で
暮
ら
す
こ

と
の
価
値
そ
の
も
の
で
す
。

　

と
す
る
と
、
私
た
ち
が
や
る
べ
き
こ
と
は「
豊
岡
に

暮
ら
す
こ
と
の
価
値
の
創
造
と
再
創
造
」で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
旗
印
が「
小
さ
な
世
界
都
市
」、
す
な

わ
ち「
ロ
ー
カ
ル
＆
グ
ロ
ー
バ
ル
」で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
で
、
世
界
は
急
速
に
同
じ
顔

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
で
、逆
に
、ロ
ー

カ
ル
で
あ
る
こ
と
、
地
域
固
有
で
あ
る
こ
と
が
個
性
と

な
っ
て
、
世
界
で
輝
く
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
で
、
世
界
は
急
速
に

小
さ
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発

達
に
よ
っ
て
、
豊
岡
の
よ
う
な
小
さ
な
ま
ち
で
も
、
世

界
の
人
々
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
私
た
ち
は
、
世
界
に
通
用
す
る
ロ
ー
カ
ル

を
磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

豊
岡
は
、
間
違
い
な
く
そ
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

近
年
、
豊
岡
固
有
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
、
外
国
人
宿
泊

客
が
市
全
体
で
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
は
世
界
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
メ
キ
シ
コ
で
開
か
れ
た
生

物
多
様
性
条
約
第
13
回
締
約
国
会
議
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン

ト
で
、
豊
岡
の
取
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
お
米
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
大
人
気
の
高
級
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
継
続
的
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
、
国
内
外
か
ら
優

れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
続
々
と
訪
れ
、
創
作
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
に
は
、
大
都
市
と
は
別
の
価
値
観
に
基
づ
く
豊

か
さ
が
あ
り
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
が
あ
り
、
お
も

し
ろ
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
価
値
を
再
発
見
し
、
市
民

一
丸
と
な
っ
て
そ
の
実
を
圧
倒
的
に
強
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

豊岡市長　中　貝　宗　治

世
界
に
通
用
す
る「
ロ
ー
カ
ル
」を
磨
く

年頭のご　　あいさつ
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〔写真：来日岳から望む豊岡盆地〕

新　　 年

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
よ
き
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
・
地
震
・
噴
火
な
ど
自
然
災
害
多
発
の

年
で
あ
り
ま
し
た
。
相
次
ぐ
台
風
は
九
州
・
東
北
・
北

海
道
な
ど
に
襲
来
し
、
特
に
台
風
10
号
は
迷
走
台
風
と

な
り
、
統
計
史
上
初
と
な
る
東
北
地
方
に
上
陸
し
、
東

北
・
北
海
道
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
地
震
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
、

建
物
、
イ
ン
フ
ラ
、
熊
本
城
な
ど
の
歴
史
遺
産
、
観
光

施
設
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
11
月
の
福
島
県

沖
を
震
源
と
す
る
地
震
の
津
波
は
、
か
つ
て
の
東
日
本

大
震
災
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
大
き
な
不
安
と
な
り
ま
し

た
。
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
が
望
ま
れ
ま
す
と
と

も
に
、
私
た
ち
に
と
り
ま
し
て
も
不
測
の
事
態
へ
の
備

え
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
8
月
に
開
催
さ

れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
選
手
の
大
い
な
る
活
躍
に
日
本
中
が
歓
喜

に
沸
き
ま
し
た
。
躍
動
し
た
若
い
力
！
2
0
2
0
年
開

催
の
東
京
大
会
へ
と
大
き
く
夢
が
引
き
継
が
れ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
地
方
創
生
の
本
番
の
年
で
あ
り
ま
す
。

4
月
か
ら
市
内
全
29
地
区
の
地
区
公
民
館
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
ま
す
。
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
創
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
置
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
持
っ
た
地
域
経
営
の
あ
り
方
を
さ

ぐ
り
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
活

力
を
保
ち
、
将
来
へ
の
希
望
を
持
て
る
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
特
色
と

強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
つ
つ
、
主
体
的
に
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

　

地
域
課
題
を
抽
出
し
、
対
策
を
打
ち
出
し
実
行
し
、

そ
し
て
修
正
を
加
え
て
い
く
。
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で

あ
り
実
行
者
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
行
政
が
支
え
て
い

く
と
い
う
協
働
の
関
係
を
一
層
強
め
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け
、
人
口
規
模

は
小
さ
く
て
も
元
気
な
地
域
、
誇
り
を
持
て
る
地
域
、

光
り
輝
く
地
域
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
を
、
市
民
の
皆
様
、
議
会
、
市
当
局
が
そ
れ
ぞ

れ
役
割
を
分
担
し
、
そ
し
て
力
を
結
集
し
な
が
ら
将
来

に
わ
た
っ
て
守
り
つ
な
い
で
い
こ
う
と
い
う
大
き
な
計

画
で
す
。

　

立
ち
止
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
変
困
難
な
課

題
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
豊
岡
市
に
住
ま
い
す
る
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
責
任
で
す
。

　

大
き
な
岐
路
で
あ
る
今
年
！
夢
を
持
ち
、
誇
り
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

あ
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

豊岡市議会議長　福 田 嗣 久

地
方
創
生
！
将
来
に
向
か
っ
て
果
敢
に
挑
戦

年頭のご　　あいさつ
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平成28年
豊岡市政10大ニュース（日付順）

《問合せ》秘書広報課☎23-1114

発表！

●「クリーンパーク北但｣ごみの受入れ開始（４月１日）
　北但行政事務組合（構成市町：豊岡市、香美町、新温泉町）が森
本・坊岡区（竹野地域）に整備を進めてきた北但ごみ処理施設｢ク
リーンパーク北但｣が、ごみの受入れを開始しました。クリーン
センター（高効率なごみ発電もできる施設）とリサイクルセンター
を併設する環境に優しいごみ処理施設です。これに伴い、４月１
日から、本市はごみの分別を６分別から９分別に増やし、排出の
方法も見直しました。７月31日、施設は完成し、８月７日には、
竣工式が行われました。

●「地方創生（人口減少対策）｣キックオフ（４月１日）
　本市の最大の課題は｢地方創生｣、すなわち人口減少対策です。
①暮らすなら豊岡と考え、定住する若者が増えている②多くの子
どもでにぎやかな家庭を持つ若者が増えている̶を５年程度で達
成したい状態（戦略目的）に設定し、地方創生事業を開始しました。
その実質的スタートとなる今年、市役所に地方創生事業を企画・
推進する新たな部署も設置しました。

　豊岡総合スポーツセンターにある｢こうのとりスタジアム｣が４月２
日、｢陸上競技場｣が６月４日に、それぞれリニューアルオープンしま
した。｢こうのとりスタジアム｣は、但馬唯一の全面人工芝の野球場と
なりました。｢陸上競技場｣は、第４種公認更新に合わせて、但馬で初
の全天候型陸上競技場に生まれ変わるとともに、写真判定装置も導入
し、豊岡で日本陸上競技連盟公認記録が取得できるようになりました。

●「豊岡総合スポーツセンター｣リニューアルオープン
　 （４月２日、６月４日）

　北近畿豊岡自動車道は｢日高豊岡南道路｣（上佐野～日高町久
斗）までが事業中ですが｢戸牧～上佐野｣の2.0㎞の区間が｢豊岡道
路｣として新規事業化されました。北近畿豊岡自動車道の延伸は、
長年にわたる地域の希望であり｢命と交流、危機管理の道｣の実
現に向けた大きな一歩となります。今後も引き続き、全線の早
期開通に向けて、国などに対し要望活動を行っていきます。

●北近畿豊岡自動車道｢豊岡道路｣（戸牧～上佐野）
　新規事業化（４月１日）

　観光に着目したまちづくりを進める組織（DMO）として｢一般社
団法人豊岡観光イノベーション｣を設立しました。民間と行政が
協力して、観光客のニーズの分析や宿泊予約サイトの運営などを
しています。地域の事業者などと協力し、地域の素晴らしい素材
を開発し、磨き上げて、観光客に豊岡の良さを伝えることで、地
域の事業者がどんどん稼いでいける仕組みづくりを目指します。

●｢一般社団法人豊岡観光イノベーション｣設立（６月１日）

▲とよおか家族の日写真コンクール

▲こうのとりスタジアムの人工芝の
上を走る中学生

▲DMO機構設立準備記者会見（２月18日）



5　 広報とよおか 2017（平成29）年1月号

●「豊岡アートシーズン2016｣初開催（７月22日～11月29日）
　ダンス・演劇の公演、コンサート、展覧会など、全34の個性的なプロ
グラムと、市内のさまざまな観光・文化資源を通して、豊岡の魅力を
（再）発見してもらうアートのお祭り｢豊岡アートシーズン2016｣を初め
て開催しました。７月22日に｢とよおかアート縁日｣、８月12・13日に
｢Kinosakinomatopee キノサキノマトペ｣公演、９月22日に｢ひつじ｣豊岡
公演、11月４～11日に｢永楽館歌舞伎｣、11月８～13日に｢おんぷの祭典｣
など、多くの方が豊岡ならではのアートや文化との出会いを楽しみました。

　高級寿司・創作和食のb
ブラッシュストローク
rushstroke（ニューヨーク市）への

｢コウノトリ育むお米（無農薬）｣の納品が決まり、11月から本
格的な輸出をスタートさせました。本市は、この取引で、コ
ウノトリ育むお米のイメージをさらに向上させ、さらなる海
外販路の拡大に取り組みます。
　また、コウノトリ育む農法で栽培されたお米が、12月３・
４日に開催された第18回米・食味分析鑑定コンクール国際大
会で、金賞と特別優秀賞を受賞しました。

●世界も認めた！コウノトリ育む農法
　 （11月、12月３・４日）

　公共施設の建て替えなどに伴う多額の財政負担を軽減させ、施
設保有量の最適化（総量縮減）を実行していくため、公共施設再編
計画を策定しました。また、公共施設（いわゆるハコモノ）、イン
フラ施設（道路橋りょう等）、公営企業施設（上下水道施設）の基本
的な考え方と管理の方針を示した公共施設等総合管理計画も策
定しました。

●｢豊岡市公共施設再編計画｣
　｢豊岡市公共施設等総合管理計画｣策定（11月１日）

　本市への移住定住促進戦略推進のためのプロモーションツールと
して、映像、ポスター、WEB サイト、ロゴマークを制作しました。
スローガンは｢飛んでるローカル豊岡｣。本市は、徹底的にローカル
の価値にこだわり、地域固有の文化や自然環境、人とのつながりな
どの地域の資源を生かして、都会とは違う豊かさを追求していきま

す。そして、世界中から尊敬され、
尊重されるまちを目指します。

●移住定住促進プロモーション開始！
　スローガンは｢飛んでるローカル豊岡｣（７月７日）

▲アート縁日

▲ポスター ▲映像

▲現在の配置・機能を維持する市民会館

▲brushstrokeの総料理長・山田　勲さんと中
貝市長（店頭で）

●10年ぶりの見直し｢豊岡市防災マップ｣（11月１日）
　10年ぶりに風水害を想定した防災マップを作成しました。市
内の359の行政区ごとにＡ３判となっており、縮尺は、従前のマッ
プが1/15,000であるのに対し、新しいマップは1/3,000～1/5,000
程度に拡大しました。また、新たに｢土砂災害が発生した場合に
影響が及ぶ範囲｣と｢堤防が決壊した場合の家屋倒壊危険区域｣を
示し、住宅ごとの危険度をより明確にしました。

▲映像QR



●
1
月

1
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
を
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
試
験
販
売（
〜
31
日
）

　
　

・
婚
姻
届
を
提
出
し
た
方
に
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
お
米
パ
ッ
ク
ご
は
ん
等

祝
袋
を
贈
呈
開
始

8
日
・
ゴ
ダ
イ
㈱
と「
災
害
時
等
に
お
け

る
救
助
用
物
資
の
供
給
等
に
関
す

る
協
定
」締
結
〔
〜
10
月
12
日
・

小
山
市（
栃
木
県
）、
㈱
ゼ
ン
リ
ン
、

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
水
質
保
全

セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
県
行
政
書
士
会
、

全
但
バ
ス
㈱
と
災
害
協
定
締
結
〕

10
日
・
豊
岡
市
成
人
式

18
日
・「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」交
付
開
始

30
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
10
周
年「
片
岡

愛
之
助
さ
ん
の
〝
神
の
鳥
〞
語
り
」

　
　

・
ト
ヨ
オ
カ
ム
塾（
2
月
27
・
28
日
）

●
2
月

1
日
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
し
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「V

ISIT

 

K
IN
O
SA
K
I

（
フ
ラ
ン
ス
語
版
）」

開
設

19
日
・
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン（
千
代
田

区
）（
11
月
28
日
）

　
　

・
史
跡
但
馬
国
分
寺
跡
発
掘
調
査
で

全
国
初
の
新
た
な
回
廊
を
発
見

21
日
・
と
よ
お
か
地
域
づ
く
り
大
会

27
日
・
中
筋
地
区
で
雪ゆ
き

室む
ろ

の
試
験
導
入

29
日
・「
植
村
直
己
冒
険
賞
」受
賞
者
発
表

●
3
月

1
日
・「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」活
動
報
告

18
日
・「
出
石
観
光
セ
ン
タ
ー
」リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　

・
広
域
ご
み
処
理
施
設「
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
北
但
」火
入
れ

22
日
・「
豊
岡
市
学
校
施
設
整
備
計
画
」策

定

29
日
・「
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り

･
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

開
始

30
日
・「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
･
竹
貫
地
場

ソ
ー
ラ
ー
」竣し
ゅ
ん

工こ
う

●
4
月

1
日
・
地
方
創
生（
人
口
減
少
対
策
）キ
ッ

ク
オ
フ
、
市
役
所
組
織
改
編

　
　

・「
と
よ
お
か
歩
キ
ン
ピ
ッ
ク
」開
幕

（
〜
10
月
31
日
）

　
　

・
家
庭
ご
み
分
別
区
分
を
変
更

　
　

・
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
で
ご
み
の

受
入
れ
開
始

　
　

・「
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道（
豊
岡
道

路
）」新
規
事
業
化
決
定

　
　

・
下
水
道
の
使
用
料
を
改
定

　
　

・「
豊
岡
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画　

区
域
施
策
編
」策
定

2
日
・
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

「
こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
」リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

5
日
・「
竹
野
北
前
館
ジ
オ
エ
リ
ア
拠
点

施
設
」オ
ー
プ
ン

12
日
・
津
波
避
難
場
所
へ
の
誘
導
看
板
、

市
指
定
避
難
場
所
表
示
板
へ
の
海

抜
表
示
板
の
設
置
完
了

平
成
28
年

豊
岡
市「
1
年
の
歩
み
」

（写真）①城崎小・中学校合同運動会②豊岡市消防団「消防操法大会」③コウノトリ放鳥10周年「片岡愛
之助さんの“神の鳥”語り」④神鍋火山祭り⑤「玄さん元気教室」100団体達成
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16
日
・
熊
本
地
震
被
災
地
に
職
員
派
遣

（
〜
7
月
13
日
・
緊
急
消
防
援
助

隊
、
物
資
輸
送
、
避
難
所
運
営
業

務
、
家
屋
被
害
調
査
）

20
日
・
春
季
市
政
懇
談
会（
〜
5
月
13

日
・
市
内
全
地
域
）

24
日
・
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
開

館
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

●
5
月

11
日
・
水
道
ま
つ
り

13
日
・「
東
北
大
学
未
来
の
暮
ら
し
方
を

育
む
泉
の
創
造
豊
岡
研
究
室
」開

所

19
日
・
但
東
中
学
校
が
修
学
旅
行
で

　
　
　
「M

ISSIO
N

 IN

 T
O
K
Y
O

」実
施

（
千
代
田
区
）

20
日
・
風
景
映
像「
豊
岡
ス
ケ
ッ
チ
」完
成
、

全
市
域
ス
ケ
ッ
チ
シ
リ
ー
ズ
完
成

25
日
・
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
：
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
講
座（
〜
6
月
5
日
）

　
　

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

26
日
・
禮
山
郡（
韓
国
）の
郡
守
ら
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
の
視
察
に
来
訪

●
6
月

1
日
・「
一
般
社
団
法
人
豊
岡
観
光
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」設
立

4
日
・
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

「
陸
上
競
技
場
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン

11
日
・「
植
村
直
己
冒
険
賞
」授
賞
式
･
記

念
講
演
会

　
　

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
パ
ラ
リ
ン

●
9
月

3
日
・
4
年
ぶ
り
の「
神
鍋
火
山
祭
り
」

7
日
・
神
鍋
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
ら
台
湾
旅
行
大
商
談
会

（
〜
9
日
）

11
日
・
谷　

五
郎
と
行
く
縁
結
び
バ
ス
ツ

ア
ー 

in 

豊
岡（
ラ
ジ
オ
関
西
）

17
日
・
初
開
催
！
市
立
小
･
中
学
校
合
同

運
動
会（
城
崎
地
域
）

21
日
・
K
D
D
I
㈱
と「
地
域
活
性
化
を

目
的
と
し
た
連
携
に
関
す
る
協

定
」締
結

22
日
・
ト
ヨ
オ
カ
・
ウ
ー
マ
ン
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
マ
ル
シ
ェ

24
日
・「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
貿
易
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
キ
ス
ポ
」出
展

（
米
国
）

　
　

・「
玄
さ
ん
元
気
教
室
」1
0
0
団
体

達
成

25
日
・
豊
岡
市
図
書
館
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

30
日
・
豊
岡
市
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
　
　
「
飛
ん
で
る
ロ
ー
カ
ル
豊
岡
」公
開

●
10
月

18
日
・「
城
崎
文
芸
館
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
。
万ま

城き

目め　

学
さ
ん
と
湊

か
な
え
さ
ん
の
特
別
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト「
城
崎
対
談
」

　
　

・
映
画「
コ
ウ
ノ
ト
リ
大
作
戦
！
」を

配
給
す
る
ワ
ー
ナ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー

ス
映
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
契
約（
〜

12
月
末
予
定
）

24
日
・「
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
」入
浴

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

（
モ
ン
ゴ
ル
国
）登
録

17
日
・
市
長
の
特
別
授
業（
〜
10
月
25

日
・
市
内
全
高
校
）

19
日
・
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会

20
日
・「
静
修
小
学
校
プ
ー
ル
」竣
工

●
7
月

7
日
・「
飛
ん
で
る
ロ
ー
カ
ル
豊
岡
」移
住

定
住
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
開
始

　
　

・
出
石
城
山
里
曲
輪
の
石
垣
構
造
が

判
明

8
日
・
出
会
い
機
会
創
出
事
業
補
助
金
創

設

19
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

（
〜
8
月
5
日
・
市
内
全
地
域
）

22
日
・
豊
岡
ア
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
開
幕（
〜

11
月
）、
と
よ
お
か
ア
ー
ト
縁
日

26
日
・「
豊
岡
市
地
方
創
生
総
合
戦
略（
第

2
版
）」策
定

30
日
・「
シ
ル
ク
温
泉
や
ま
び
こ
」リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
8
月

7
日
・
豊
岡
市
消
防
団「
消
防
操
法
大
会
」

　
　

・「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
」竣
工

10
日
・
小
中
一
貫
教
育
全
教
職
員
研
修
会

27
日
・
植
村
直
己
冒
険
賞
20
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト（
〜
28
日
）

28
日
・
市
民
総
参
加
訓
練
･
震
災
総
合
防

災
訓
練

31
日
・
奈
義
町（
岡
山
県
）と「
先
端
的
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
」

締
結

者
50
万
人
達
成

25
日
・
秋
季
市
政
懇
談
会（
〜
11
月
9

日
・
市
内
全
地
域
）

29
日
・
落
語
で
学
ぶ
未
来
の
暮
ら
し
方

　
　
　

in 

豊
岡

31
日
・
姉
妹
都
市
上
田
市
探
訪
豊
岡
市
民

ツ
ア
ー（
〜
11
月
1
日
）

●
11
月

1
日
・「
豊
岡
市
防
災
マ
ッ
プ
」10
年
ぶ
り

に
見
直
し

　
　

・「
豊
岡
市
公
共
施
設
再
編
計
画
」

　
　
　
「
豊
岡
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」策
定

2
日
・
豊
岡
市
美
術
展（
〜
6
日
）

4
日
・
永
楽
館
歌
舞
伎（
〜
11
日
）

5
日
・「
J
R
城
崎
温
泉
駅
」リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン

7
日
・
但
馬
空
港
利
用
促
進　

日
本
航
空

㈱
と
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
開
始

8
日
・
お
ん
ぷ
の
祭
典（
〜
13
日
）

11
日
・
仲
田
光
成
記
念
豊
岡
全
国
か
な
書

展（
〜
13
日
）

26
日
・
映
画「
コ
ウ
ノ
ト
リ
大
作
戦
！
」市

民
上
映
会

27
日
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
田
設
立
〔
〜

12
月
26
日（
予
定
）・
竹
野
南
、
日

高
、
国
府
、
城
崎
、
竹
野
、
三
方
、

田
鶴
野
地
区
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
組
織
設
立
〕

●
12
月

3
日
・「
恋
活
〜
ラ
ブ
・
コ
ネ
ク
ト
」

　
　
　

supported by K
iss F
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官
能
審
査
で
日
本
最
高
峰
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
の
年
賀
状
用
に
豊
岡

市
マ
ス
コ
ッ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

3
種
類
の
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

①
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
が
コ
ウ
ノ

ト
リ
に
乗
っ
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

コ
ー
ち
ゃ
ん
と
空
を
飛
ぶ「
コ
ウ

ノ
ト
リ
と
玄
さ
ん
と
コ
ー
ち
ゃ

ん
」②
玄
さ
ん
と
コ
ー
ち
ゃ
ん
と

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
オ
ー

ち
ゃ
ん
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
乗
っ
て

空
を
飛
ぶ「
2
0
1
7
賀
正
」③
石い

し

工く

職
人
の
玄
さ
ん
が「
酉と

り

」の
字
の

彫
刻
を
作
る「
酉
の
字
の
彫
刻
と

玄
さ
ん
」。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す（
営
利
目
的
で

の
使
用
は
申
請
が
必
要
）。

〜
玄
さ
ん
も
新
年
を
お
祝
い
〜

 

豊
岡
市
マ
ス
コ
ッ
ト
の
年
賀
状
用
イ
ラ
ス
ト
を
作
成

〜
国
内
最
大
の
お
米
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
等
受
賞
〜

生
産
者
の
受
賞
報
告
会
を
開
催

〜
地
方
創
生
の
取
組
み
を
視
察
〜

地
方
創
生
担
当
大
臣
来
訪

　

第
18
回
米
･
食
味
分
析
鑑
定
コ

ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
で
、
本
市
が

推
進
す
る「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
」の
お
米
生
産
者
の
青
山
直
也

さ
ん（
日
高
町
山
田
）が
国
際
総
合

部
門
で
金
賞
、
㈲
グ
リ
ー
ン
い
ず

し（
出
石
町
伊
豆
）が
都
道
府
県
代

表
お
米
選
手
権
で
特
別
優
秀
賞
を
、

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
本
大

会
の
お
米
の
出
品
数
は
5
6
7
1

点
。
食
味
値
･
整
粒
値
、
味
度
値
、

　

11
月
20
日
、
山
本
幸
三
地
方
創

生
担
当
大
臣
が
、
地
方
創
生
の
取

組
み
を
視
察
す
る
た
め
、
本
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
や
ト
ヨ
オ
カ 

カ
バ
ン 

ア

ル
チ
ザ
ン 
ア
ベ
ニ
ュ
ー
な
ど
を

視
察
。
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
･
イ

ン
･
レ
ジ
デ
ン
ス
の
取
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一

般
社
団
法
人
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
担
当
者
と
、
D
M
O
の

取
組
み
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
地
方
創
生
の
取
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

▲トヨオカ カバン アルチザン アベニュー
を視察する山本大臣（右から2番目）

▲受賞の喜びを語る青山さん（右）と 
㈲グリーンいずし代表の狩野さん

▲2017賀正

▲酉の字の彫刻と玄さん

▲コウノトリと玄さんとコーちゃん

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
11
月
】

14
日
・
豊
岡
市
総
合
教
育
会
議

20
日
・
地
方
創
生
担
当
大
臣
が
本

市
視
察

25
日
・「
温
泉
総
選
挙
2
0
1
6
」

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
部
門（
第
1

位
）授
賞
式（
渋
谷
区
）

26
日
・
映
画「
コ
ウ
ノ
ト
リ
大
作

戦
！
」市
民
上
映
会

28
日
・
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

2
0
1
6「
地
方
創
生
、

そ
の
先
の
先
」（
千
代
田

区
）

29
日
・
新
た
な
防
災
マッ
プ
説
明
会

（
豊
岡
地
区
）

30
日
・
豊
岡
稽
古
堂
塾
第
3
期
生

プ
ラ
ン
発
表
会

【
12
月
】

1
日
・
除
雪
隊
発
隊
式

　
　
・「
と
よ
お
か
歩
キ
ン
ピッ
ク
」

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

2
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

27
日
）

5
日
・
豊
岡
市
障
害
者
福
祉
計
画

策
定
委
員
会

6
日
・「
国
連
生
物
多
様
性
条
約

第
13
回
締
約
国
会
議
」サ

イ
ド
イ
ベン
ト
に
職
員
派
遣

（
メ
キ
シ
コ
）
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快
挙
で
す
。
神
鍋
の
若
手
農
家
、

青
山
直
也
さ
ん
の
無
農
薬
･
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
お
米
が
、
食
味
日
本

一
に
輝
き
ま
し
た
。

国
内
最
大
の
お
米
の
コ
ン
ク
ー

ル「
米
･
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
国
際
大
会
」に
出
品
さ
れ

た
、
い
ず
れ
も
腕
に
覚
え
の
あ
る

農
家
の
お
米
5
6
7
1
件
の
う
ち
、

他
の
お
一
方
と
と
も
に
同
率
首
位
、

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

お
父
上
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、

専
業
農
家
に
な
ら
れ
て
わ
ず
か
7

年
目
の
偉
業
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
大
会
に
は
、
㈲

グ
リ
ー
ン
い
ず
し（
狩
野
誠
一
社

長
）の
減
農
薬
･
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
お
米
も
出
品
さ
れ
て
い
て「
都

道
府
県
代
表
お
米
選
手
権
」部
門

の「
特
別
優
秀
賞
」を
受
賞
。
こ
れ

は
全
出
展
米
の
う
ち
同
率
69
位
に

な
り
ま
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
に
取
り
組
む
、
豊
岡
の
農
家
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
全
国
に
示
し
ま

し
た
。

審
査
当
日
、
熊
本
県
で
開
か
れ

て
い
た
大
会
現
場
か
ら
は
、
市
の

職
員
の
速
報
が
続
々
と
入
っ
て
き

ま
し
た
。「
や
り
ま
し
た
！ 

豊
岡

発
！ 

最
高
賞
で
す
！
」「
感
無
量

で
す
！
」「
泣
い
て
い
ま
す
！
」

「
！
ビ
ッ
ク
リ

」マ
ー
ク
だ
ら
け
で
す
。

後
日
、
市
長
室
に
受
賞
の
報
告

に
来
ら
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
共

通
の
言
葉
で
す
。「
田
ん
ぼ
に
や
っ

て
く
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
、
米
作
り

へ
の
意
識
を
い
っ
そ
う
高
め
て
く

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

先
日
、
出
勤
途
上
の
円
山
川
堤

防
で
、
六
方
川
の
浅
瀬
に
降
り

立
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
つ
け
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
も
う

1
羽
が
ス
ー
っ
と
滑
空
し
て
き
て
、

す
ぐ
横
に
舞
い
降
り
ま
し
た
。
周

囲
に
は
カ
モ
の
群
れ
。
25
年
前
、

み
ん
な
で
見
た
夢
が
、
今
で
は
日

常
的
な
風
景
に
な
り
ま
し
た
。

思
わ
ず
振
り
向
い
て「
ね
え
、

増
井
さ
ん
、
池
田
さ
ん
、
す
ご
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
ね
え
」と
言

い
た
く
な
り
ま
し
た
。
一
緒
に
野

生
復
帰
を
進
め
て
き
た
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
郷
公
園
長
だ
っ
た
増
井
光

子
さ
ん
も
、
研
究
部
長
だ
っ
た
池

田 

啓
さ
ん
も
、
も
う
お
ら
れ
な

い
の
で
す
が
。

「
う
ん
、
す
ご
い
、
す
ご
い
」と

今
回
の
快
挙
を
空
の
上
か
ら
喜
ん

で
お
ら
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

や
っ
た
、
日
本
一
！

　

11
月
26
日
、豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
で
、映
画「
コ
ウ
ノ
ト
リ
大
作

戦
！
」（
ワ
ー
ナ
ー
･
ブ
ラ
ザ
ー
ス

映
画
配
給
）市
民
上
映
会
を
開
催

し
、市
民
ら
約
5
5
0
人
が
、笑
い

と
驚
き
、そ
し
て
家
族
の
絆
を
描

い
た
映
画
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

本
市
は
、ワ
ー
ナ
ー
･
ブ
ラ

ザ
ー
ス
映
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
契
約

を
締
結
し
、首
都
圏
の
映
画
館
6

館
で
、豊
岡
の
P
R
映
像
を
流
す

な
ど
、こ
の
映
画
を
通
し
て
、豊
岡

　

12
月
3
日
、K

iss FM

 K
O
BE

の
協
力
で
、
本
市
の
独
身
男
性
と

阪
神
地
区
の
独
身
女
性
と
の
出
会

い
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト「
恋
活

〜
ラ
ブ
･
コ
ネ
ク
ト
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は「
豊
岡
市
地

方
創
生
総
合
戦
略
」の
一
環
で
、

独
身
男
女
が
、
出
石
城
下
町
で
交

流
を
深
め
な
が
ら
カ
ッ
プ
ル
の
成

立
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
出
石
永
楽
館
で
自

己
紹
介
を
し
た
後
に
、
気
に
な
る

　
キ
ッ
ス
　
エ
フ
エ
ム
　
　
　
コ
ウ
ベ
　
　

〜
そ
の
恋
、「K

iss

」が
コ
ネ
ク
ト（
つ
な
ぐ
）〜

「
恋
活
〜
ラ
ブ
・
コ
ネ
ク
ト
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
出
石
」開
催

〜
ワ
ー
ナ
ー
･
ブ
ラ
ザ
ー
ス
映
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
〜

　
映
画「
コ
ウ
ノ
ト
リ
大
作
戦
！
」市
民
上
映
会
開
催

人
と
城
下
町
を
散
策
。
一
つ
の
地

図
を
の
ぞ
き
込
み
な
が
ら
の
散
策

で
2
人
の
距
離
も
縮
ま
り
、
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場
で
は
、
連
絡
先
を
交

換
し
合
う
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
か
ら
は「
出
石

に
は
初
め
て
来
ま
し
た
。
男
性
に

出
石
の
見
ど
こ
ろ
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
す
て
き
な
時
間

に
な
り
ま
し
た
」「
出
会
い
を
大
切

に
し
た
い
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

の
認
知
度
ア
ッ
プ
と
、本
市
へ
の

誘
客
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

上
映
会
終
了
後
、会
場
の
外
で

は
、映
画
に
登
場
し
た
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
ジ
ュ
ニ
ア
が
お
見
送
り
。ジ
ュ

ニ
ア
は
、子
ど
も
た
ち
の
人
気
者

で
、記
念
撮
影
会
と
な
り
ま
し
た
。▲気になる人との会話も弾んだパーティー

▲子どもとジュ
ニア

▲多くの観客で埋まった市民上映会の会場

supported by Kiss FM KOBE in

110
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市
政
の
動
き

　

  

12
月
定
例
会
報
告

市
長
総
括
説
明
から

12
月
2
日
、平
成
28
年
第
5
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し

た
。最

初
に
①
永
楽
館
歌
舞
伎
が
連

日
大
入
り
で
盛
況
だ
っ
た
こ
と
②

地
方
創
生
担
当
大
臣
が
本
市
を
視

察
し
た
こ
と
③
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
2
0
1
6
を
開
催
し
た
こ
と
④

生
物
多
様
性
条
約
第
13
回
締
約
国

会
議
の
サ
イ
ド
イ
ベン
ト
に
職
員
を

派
遣
す
る
こ
と
–
を
報
告
し
た
後
、

当
面
す
る
市
政
の
諸
課
題
な
ら
び

に
提
出
議
案
の
主
な
も
の
を
説
明

し
ま
し
た
。そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
豊
岡
市
訪
問
看
護

　
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
廃
止

第
3
次
豊
岡
市
行
政
改
革
実
施

計
画
に
基
づ
き
、豊
岡
市
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、平
成
29
年
度
か

ら
の
民
営
化
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、現
在
市
内
に
は
24
時

間
対
応
の
民
間
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョン
が
7
カ
所
あ
り
、事
業
を
移

譲
し
な
く
て
も
利
用
者
の
移
行
は

十
分
可
能
と
判
断
し
、来
年
3
月

31
日
を
も
っ
て
事
業
を
廃
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

現
在
、市
の
訪
問
看
護
を
利
用

し
て
い
る
人
に
は
、個
別
に
訪
問
し

説
明
し
た
上
で
、他
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
移
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
障
害
者
福
祉
金
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　

見
直
し
検
討

第
3
次
豊
岡
市
行
政
改
革
実
施

計
画
に
基
づ
き
、障
害
者
福
祉
金

制
度
の
見
直
し
の
検
討
を
行
っ
た

結
果
、基
本
的
に
維
持
す
べ
き
で
あ

る
と
判
断
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、支
給
対
象
者
の一
部
に

は
高
額
所
得
者
も
あ
る
こ
と
か

ら
、所
得
制
限
を
設
け
ま
す
。こ
の

見
直
し
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
人

は
、今
年
9
月
末
時
点
の
受
給
者

1
7
2
9
人
中
、十
数
人
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

な
お
、所
得
制
限
限
度
額
は
、特

別
障
害
者
手
当
の
基
準
を
準
用

し
、支
給
対
象
者
本
人
の
扶
養
親

族
数
に
応
じ
て
設
定
し
ま
す
。

実
施
時
期
は
来
年
4
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
動
向

1
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、今

年
9
月
現
在
、対
前
年
度
比
3
・

1
％
増
で
す
。昨
年
同
期
は
7
・

2
％
増
で
あ
っ
た
た
め
、医
療
費
の

伸
び
率
は
鈍
化
し
て
い
ま
す
。

考
え
ら
れ
る
要
因
の一つ
と
し
て
、

昨
年
度
高
額
新
薬
と
し
て
登
場
し

た
Ｃ
型
肝
炎
治
療
薬
が
、今
年
の

4
月
に
約
30
％
減
額
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、医
療
費
適
正
化
の
た
め
の

デ
ー
タ
分
析
を
専
門
業
者
に
委
託

し
て
い
ま
す
が
、今
後
は
、そ
の
分

析
結
果
を
踏
ま
え
、医
療
費
適
正

化
に
向
け
た
具
体
的
な
保
健
事
業

の
取
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地「
円
山
川

下
流
域
･
周
辺
水
田
」の
拡
張

百
合
地
や
出
石
町
伊
豆
の
人
工

巣
塔
に
生
息
し
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
生
息
域
を
、国
指
定
鳥
獣
保
護

区
に
指
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、国
際
的
に
重
要
な
湿

地
と
し
て
、平
成
30
年
10
月
に
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
で
開
催
予
定
の「
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
第
13
回
締
約
国
会

議
」で
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
拡

張
を
目
指
し
ま
す
。

○
旧
ご
み
処
理
施
設
等
解
体
撤
去

事
業
の
計
画
年
次
の
見
直
し

3
月
の
定
例
会
で
、既
に
稼
働
を

停
止
し
て
い
る
旧
出
石・城
崎・竹
野

の
ご
み
処
理
施
設
と
豊
岡
の
し
尿

処
理
場
に
つ
い
て
は
、平
成
28
年
度

か
ら
5
年
間
で
、順
次
解
体
撤
去

を
行
う
計
画
で
あ
る
と
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
、旧
出
石
施
設
の
調
査・

設
計
業
務
を
行
う
中
で
、来
年
度

の
解
体
撤
去
工
事
の
予
算
額
の
見

積
も
り
を
業
者
に
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、最
高
見
積
額
の
業
者
を
除
く

4
社
の
平
均
見
積
額
が
、計
画
時

の
金
額
よ
り
9
7
7
0
万
円（
約

80
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

増
加
の
主
な
要
因
は
、東
日
本

大
震
災
や
オ
リ
ン
ピッ
ク
関
連
工
事

の
特
需
に
起
因
す
る
人
件
費
や
資

材
費
の
高
騰
と
い
わ
れ
、今
後
も
オ

リ
ン
ピッ
ク
が
近
づ
く
に
つ
れ
、事
業

費
が
さ
ら
に
膨
ら
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
の
状
況
で
全
額
が一般
財
源
で

あ
る
解
体
事
業
を
進
め
る
と
、過

重
な
財
政
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、

実
施
時
期
を
再
度
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。近
隣
の
皆
様
に
は
、ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
の
稼
働

ご
み
の
処
理
は
、8
月
1
日
か
ら

運
営
会
社
に
よ
り
本
稼
働
し
て
い

ま
す
が
、焼
却
を一時
的
に
停
止
す

る
事
案
が
11
月
ま
で
に
7
回
発
生

し
ま
し
た
。

原
因
は
、ご
み
の
中
に
水
銀
を
含

む
何
か
が
混
入
し
て
い
た
な
ど
、ご

み
自
体
に
由
来
し
た
と
推
定
さ
れ

る
も
の
と
、運
転
員
の
操
作
手
順
の

誤
り
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の一
時
停
止
は
、地
元
区
と
締

結
さ
れ
た
運
営
協
定
に
基
づ
く
も

の
で
、環
境
基
準
よ
り
も
は
る
か
に

厳
し
い
排
ガ
ス
の
自
主
保
証
値
を

守
る
た
め
の
措
置
で
、地
元
住
民
の

健
康
や
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、組
合
で
は
、通
常
の
検
査

の
他
に
、ご
み
の
展
開
検
査
の
実

施
、構
成
市
町
の
住
民
へ
分
別
の
徹

底
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、運
営

事
業
者
に
お
い
て
も
、運
転
員
の
再

教
育
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
策
を

取
って
い
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を高

め
る
ま
ち

○
外
国
人
観
光
客
の
動
向
等

今
年
の
第
3
四
半
期（
7
〜

9
月
）の
外
国
人
宿
泊
者
数
は
、

9
1
4
6
人
。前
年
比
1・13
倍
と

引
き
続
き
伸
び
て
は
い
る
も
の
の
、

伸
び
率
が
鈍
化
し
て
い
ま
す
。

城
崎
地
域
で
は
、シ
ェ
ア
の
大
き

い
中
国
の
前
年
比
が
86
％
と
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
た
影
響
に
よ
り
、全
体
の
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ま
が
、ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
旗
な
ど

を
作
成
し
て
販
売
促
進
を
行
い
、県

と
市
が
事
業
費
の一部
を
補
助
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
議
会
に
、こ
の
事
業
に
必
要
な

補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
無
農
薬

栽
培
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
状
況

ポ
ッ
ト
成
苗
と
機
械
除
草
機
を

使
用
し
た「
み
の
る
式
営
農
」の
3

年
間
の
実
証
事
業
が
終
了
し
ま
し

た
。従
来
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

無
農
薬
栽
培
田
と
比
較
し
、収
量

が
10
ア
ー
ル
当
た
り
約
80
㎏
増
の

4
7
9
㎏
、食
味
値
は
83
点
で
、1

点
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

併
せ
て
、こ
の
営
農
に
意
欲
的
な

16
農
家
が
取
り
組
ん
で
い
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
の
2
年
間
の
平
均
収
量

は
、10
ア
ー
ル
当
た
り
約
4
5
0
㎏

で
、食
味
値
が
84
点
。従
来
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
農
法
無
農
薬
栽
培
の

収
量
と
比
較
し
、非
常
に
高
い
効
果

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、栽
培
マ
ニュ
ア
ル
を
作
成

し
、農
家
が
取
り
組
み
や
す
い
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

誘
客
促
進
事
業

来
年
3
月
に
開
通
予
定
の
北
近

畿
豊
岡
自
動
車
道「
八
鹿
日
高
道

路
」を
活
用
し
た
誘
客
促
進
事
業

を
実
施
し
ま
す
。具
体
的
な
誘
客

策
は
、今
後
、民
間
事
業
者
の
協
力

の
も
と
、各
地
域
の
観
光
協
会
等

と
も
連
携
し
、よ
り
効
果
的
な
事

業
と
な
る
よ
う
調
整
し
ま
す
。

今
議
会
に
、こ
の
事
業
に
必
要
な

補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
の
た
め
の

　

情
報
発
信

今
年
度
、成
人
式
で
参
加
者
と
の

つ
な
が
り
を
作
り
、豊
岡
で
暮
ら
す

魅
力
や
、や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
な

ど
に
つ
い
て
、定
期
的
な
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、来
年
2
月
11
日
に
大
阪

で
開
催
す
る「
兵
庫
豊
岡
Ｕ
タ
ー
ン

企
業
研
究
会
＆
交
流
会
」で
は
、企

業
研
究
会
の
み
で
な
く
、人
事
担
当

者
や
若
手
の
先
輩
社
員
と
の
交
流

会
も
開
催
し
ま
す
。

○
労
働
力
確
保
対
策

本
市
で
は
、近
年
、有
効
求
人
倍

率
の
上
昇
が
続
き
、市
内
企
業
で

は
、求
人
に
対
し
求
職
者
が
慢
性

的
に
不
足
す
る
な
ど
、労
働
力
の

確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
って
い
ま

す
。ま
た
、人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
よ
り
、労
働
力
人
口
が

減
少
す
る
な
ど
、今
後
ま
す
ま
す

人
材
の
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、現
在
働
い
て
い
な
い
シ

ニ
ア
層
や
主
婦
層
を
中
心
と
し
た

人
材
と
企
業
と
の
マッ
チ
ン
グ
を
目

的
に
、無
料
求
人
サ
イ
ト「
ご
き
ん

じ
ょ
ぶ
豊
岡
市
版
」を
開
設
し
ま

す
。こ
の
サ
イ
ト
は
、Ｈ
Ｒ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
㈱
が
開
発
・
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
、地
図
上
に
求
人
情
報

を
掲
載
し
、求
職
者
が
パ
ソ
コ
ン
な

ど
か
ら
手
軽
に
検
索
、応
募
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

ま
た
、
国
の
委
託
事
業「〝
地
域

の
人
事
部
〞戦
略
策
定
事
業
」を
活

用
し
、
潜
在
的
な
労
働
力
の
実
態

を
調
査
・
分
析
し
、
育
成
・
活
用

の
あ
り
方
に
つい
て
の
戦
略
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
、
国
に
採
択
の
申

請
を
し
て
い
ま
す
。

今
議
会
に
、こ
の
事
業
に
必
要
な

補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○
円
山
川
運
動
公
園
の
移
転
整
備

今
年
9
月
に
国
か
ら
公
共
補

償
承
認
を
受
け
、11
月
16
日
に
移

転
整
備
工
事
の
入
札
を
終
え
ま
し

た
。　

工
期
は
、来
年
1
月
か
ら
平

成
30
年
8
月
ま
で
の
予
定
で
す
。

今
議
会
に
、工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
か
か
る
議
案
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

　
　
　《
市
政
の
運
営
》

○
次
期
総
合
計
画

本
市
で
は
、激
化
す
る
社
会
経
済

環
境
の
変
化
や
大
き
な
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、重
点
的
な
政
策
を
明

確
に
し
て
戦
略
的
に
市
政
を
進
め
て

い
ま
す
。次
期
総
合
計
画
は
、そ
の

戦
略
的
な
考
え
に
基
づ
き
、よ
り
成

果
が
上
が
り
実
効
性
の
あ
る
計
画

と
す
る
た
め
、基
本
構
想
と
市
政
経

営
方
針
の
2
層
構
成
に
し
ま
す
。さ

ら
に
、市
政
全
分
野
の
施
策
体
系
に

つい
て
も
明
示
し
ま
す
。

今
議
会
に
、総
合
計
画
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

○
地
方
創
生
の
推
進

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
第
2

回
交
付
対
象
事
業
の
決
定
が
行
わ

れ
、本
市
は
先
駆
タ
イ
プ
の「
世
界

の
人
々
が
豊
岡
を
楽
し
む
誘
客
」

事
業
と
、横
展
開
タ
イ
プ
の「
世
界

の
先
端
芸
術
に
包
ま
れ
る『
飛
ん
で

る
ロ
ー
カ
ル
豊
岡
』」事
業
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
決
定
を
受

け
、今
年
度
の
採
択
状
況
は
、先
駆

タ
イ
プ
が
1
事
業
、横
展
開
タ
イ
プ

が
2
事
業
の
計
3
事
業
、交
付
金

額
は
8
1
8
3
万
8
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
は
、こ
の
交
付
金
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
、地
方
創
生
の
取
組

み
を
進
め
ま
す
。

伸
び
を
押
し
と
ど
め
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。誘
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
い
る
欧
州
は
1・10
倍
、豪
州

1・09
倍
、北
米
1・44
倍
の
伸
び
で

す
。こ

の
よ
う
な
中
、9
月
か
ら
本

市
の
魅
力
を
印
象
付
け
る
動
画
を

配
信
し
、ま
た
、こ
の
動
画
への
ア
ク

セ
ス
数
の
多
い
国
を
特
定
し
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
ん
だ
動
画
配
信

を
行
い
ま
す
。さ
ら
に
、米
国
、フ
ラ

ン
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｐ
Ｒ
代
行

業
者
を
通
じ
、メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
旅
行
博

「
Ｗ
Ｔ
Ｍ
」に
、昨
年
度
に
引
き
続

き
神
戸
市
等
と
共
同
で
出
展
し
ま

し
た
。

ま
た
、今
年
度
か
ら
神
鍋
地
域

へ
の
外
国
人
誘
客
を
強
化
す
る
た

め
、豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
や
民

間
の
観
光
事
業
者
と
協
働
で
、9
月

に
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
商
談
会
へ

の
参
加
や
、現
地
旅
行
会
社
への
営

業
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の販売

促
進

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
販
売
促

進
を
図
る
た
め
、J
A
た
じ
ま
が
歌

舞
伎
役
者
の
片
岡
愛
之
助
さ
ん
を

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
採
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
た
じ

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。
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わ
ず
か
3
年
で
、
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
世

界
の
演
劇
と
ダ
ン
ス
界
に
名
が
知

れ
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
豊

岡
は
世
界
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

憧
れ
の
地
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
に
滞
在
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
は「
地
域
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
」と
し
て
、
市
民
に
無
料
で

滞
在
制
作
の
成
果
発
表
会
を
行
う

こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
が
舞
台
芸
術
に
気
軽
に
触

れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
し
て
、

ま
た
、
豊
岡
の
名
前
を
世
界
へ
発

信
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
ま

す
。
が
、
そ
の
設
立
目
的
は
こ
れ

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
て

る
た
め
に
本
市
が
教
育
の
柱
と
し

て
重
要
視
し
て
い
る
の
は「
ふ
る

さ
と
教
育
」「
英
語
教
育
」そ
し
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
」で

す
。異

な
る
価
値
観
や
文
化
的
な
背

景
を
持
っ
た
人
々
に
き
ち
ん
と
自

己
を
主
張
し
、
ま
た
他
者
の
多
様

性
も
理
解
す
る
能
力
を
育
て
る
た

め
、
演
劇
的
手
法
を
取
り
入
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｋ
Ｉ
Ａ

Ｃ
に
滞
在
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

学
校
に
出
向
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
行
う
予
定
で
す
。

2
0
1
4
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
Ｋキ

ア

ッ

ク

Ｉ
Ａ
Ｃ
）は
、
演
劇
・
ダ
ン
ス

な
ど
、
舞
台
芸
術
に
特
化
し
た
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス（
Ａ
Ｉ
Ｒ
）で
す
。
日
本
で
は
最

大
級
の
Ａ
Ｉ
Ｒ
で
あ
り
、
世
界
で

も
あ
ま
り
例
を
見
な
い
施
設
で
す
。

こ
こ
に
滞
在
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
は
、
24
時
間
施
設
を
自
由
に
利

用
し
、
稽
古
に
集
中
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
毎
年
4
月
後
半
か
ら

6
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
公
募

に
応
募
し
、
選
考
に
通
れ
ば
、
最

大
で
3
カ
月
ま
で
滞
在
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

本
格
的
な
公
募
が
始
ま
っ
た

2
0
1
5
年
度
に
は
6
カ
国
15
団

体
、2
0
1
6
年
度
に
は
13
カ
国
、

40
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
選
出

さ
れ
た
17
団
体
が
滞
在
制
作
を
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
世
界
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー

か
、
将
来
が
嘱
望
さ
れ
て
い
る
若

手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
開
館
後

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

豊
岡
の
次
世
代
を
育
て
る
試
み

　城崎国際アートセンターは、豊岡市民、とりわけ豊岡
の未来を担う子どもたち、若者たちに、世界最先端のア
ートに触れ、その創作過程をかいまみることで、強い
想像力を持ってもらいたいと願っています。「世界には、
こんな不思議なことを考えている人たちがいる」、豊岡
に育つ子どもたちが、日々、そのことを感じられる施
設であることが、城崎国際アートセンターの目標です。

ＫＩＡＣ芸術監督　平田オリザ
イヤーブック（2016年度）から　

▲城崎国際アートセンターコミュニティダンス・レジデンス・プログラム2015『CROSSROADS交差点』

▲城崎小学校でのモデル授業（H26）

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

地
方
創
生
の
核
と
し
て
の
役
割

©igaki photo studio
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Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
公
開
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
、
い
つ
も
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
は
、
親
と
先
生
だ
け

で
な
い
全
く
別
の
大
人
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
さ
い
町
で
育
つ
子
ど
も
は

選
択
肢
が
狭
く
な
り
が
ち
で
す

が
、
こ
こ
で
は
、
普
段
の
生
活

で
は
知
り
合
え
な
い
人
た
ち
に

会
え
ま
す
。
世
界
で
活
躍
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
す
る
Ｋ

Ｉ
Ａ
Ｃ
は
、
世
界
と
リ
ア
ル
に

つ
な
が
る
場
所
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
広
い
視
野
を
持
ち
、
い

ＫＩＡＣの近くで写真スタジオを営むフォトグラファー。
関西を中心にフリーアナウンサーとして活動したのち、
2006 年結婚を機に城崎へ移住。三姉妹の母。週に 2回は
カフェも営業

ろ
ん
な
人
を
受
け
入
れ
、
自
ら

も
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
広
い
世
界
の
中
の

「
豊
岡
市
」を
誇
り
に
、
成
長
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
活
動
を
知
り
、

こ
の
ま
ち
で
新
た
な
挑
戦
を
し

た
い
と
思
い
、
移
住
を
決
め
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
最
先
端
の

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
を
取

り
込
ん
だ
新
奇
性
の
高
い
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
市
は
、
保
守

的
だ
っ
た
り
、
閉
鎖
的
だ
っ
た

り
で
は
な
く
、
自
分
の
可
能
性

を
試
せ
る
場
所
だ
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　子どもの閃
ひらめ
きを基に演劇作品を創り出す「コドモ発

射プロジェクト」。2017年１月、大人も子どもも楽し
める演劇作品「なむはむだはむ」の滞在制作を行います。
岩井秀人が作・演出を務め、ダンサーとしても活躍す
る注目の俳優・森山未來やシンガーソングライター・
前野健太が出演。滞在期間中には子どもを対象にした
ワークショップや、成果発表上演を行います。この作
品はＫＩＡＣでの滞在制作のあと、2017年２～３月に
東京公演を予定しています。

井垣真紀（京都府出身）

《問合せ》城崎国際アートセンター
☎32-3888（受付：午前９時～午後５時）
FAX32-3898 メール info@kiac.jp
休館日：火曜日、12月29日～１月３日

■１月９日（月）14：00–16：00
　「音楽」ワークショップ（対象：小学生）
■１月14日（土）14：00–16：00
　「物語」ワークショップ（対象：小学生）
■１月21日（土）14：00–16：00
　成果発表上演＆トーク
※事前申込み必要。詳しくは30ページをご覧ください。

©西山円茄

▲コドモ発射プロジェクト「なむはむだはむ」

今後の予定
コドモ発射プロジェクト

「なむはむだはむ」

こ
の
ま
ち
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
こ
と

ＫＩＡＣを拠点に地域おこし協力隊と
して、豊岡のまちや人々とアートをつ
なぐための架け橋となれるよう活動
中。「人生は勢い」がモットー

大
き
な
可
能
性
に
引
か
れ
た
都
会
か
ら
の
移
住
者

田中友里絵（東京都出身）

©平岩　享
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常時1,100人、のべ
36,000人の参加で、
17億歩120万㎞を

踏破！

　たくさんの方から歩数を申告いた
だきましたが「月まで3往復できれ
ば、有名アスリートを豊岡に呼びま
す！」という夢の実現には至りませ
んでした。「3往復」という目標が、ち
ょっと高すぎたかも知れませんね。
　それでも、いい夢を見て、いい汗

をかいた7カ月でした。私も１日約
１万歩を歩き続けました。同じ目標
に向かって歩んでいただいた市民の
皆さまに、心から感謝申しあげます。
リオ五輪にも負けない、豊岡らしい
楽しいオリンピックでした！

豊岡市長　中貝宗治

いい夢を見て、いい汗をかいた７カ月

月
ま
で
歩
こ
う
！「
と
よ
お
か
歩あ

る

キ
ン
ピ
ッ
ク
」（
４
月
1
日
〜
10
月
30
日
）

多
数
の
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!

目標には届かずも…

月まで片道３回！
地球30周分！ を歩きました！

（写真）①但馬ウォーキングクラブ「みち草」②豊岡高校1年生集団訓練③職場対
抗歩キング選手権④チャレンジデー2016⑤サンスト夏の夜市ウォークラリー

問　

ど
う
や
っ
て
17
億
歩
も
集
ま
っ
た
の
？

他にも
いっぱい !!

行事やサークル活動、
個人のウォーキング…
みんなの歩数を集めて
月を目指しました。

①②

③

④ ⑤

答　

い
ろ
ん
な
形
の「
歩
く
」が
連
携
し
ま
し
た
。
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問　

ど
う
し
て
こ
ん
な
取
組
み
を
し
た
の
？

問　

ど
う
す
れ
ば
始
め
ら
れ
る
？
続
け
ら
れ
る
？

歩キンピックメダリストの皆さん。
（申告歩数：金・銀・銅メダル、最高齢賞、団体賞、特別賞）
楽しんで取り組むと、歩数は自然に伸びます！

　「歩く」ならみんなできるし、効果もはっきりしています

　運動するってなかなか難しい…

「運動習慣がある」と答えた市民は、
今のところ約３割。

（2016 豊岡市政策モニタリング調査）

あなたも私も、
今は「運動していない」

７割の１人かも
知れません。

「歩く」ことで目に飛び込んでくる
たくさんの情報が、脳を刺激し、老化予防
につながっています。

「歩く」ことのリラッ
クス効果は、皆さん実感
していますよね。

身体
にも

心 にも

頭
にも

例えば、現在の１日の歩数に…

など、
さまざまな
分析報告が！

1,000 歩上乗せで
１日約 61 円
年間約 22,265 円の
医療費削減

3,000 歩上乗せで
10 年間の死亡率 25.3％減
虚血性心疾患　 16.2％減
脳溢血   21％減

答　
「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」を
目
指
さ
ず

　
　
「
普
通
」の
生
活
の
中
で
歩
数
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

答　

自
分
の
歩
数
を
気
に
す
る
人
が

　
　

1
人
で
も
増
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

一
、「
さ
あ
い
っ
ぱ
い
歩
く
ぞ
！
」と
構
え
ず
に
、

一
、
ま
ず
は
今
の
自
分
の
歩
数
を
知
っ
て
、

一
、
普
段
の
生
活
の
ど
こ
か
に「
歩
く
」を
プ
ラ
ス
し
、

一
、
あ
と
は
少
し
ず
つ
増
や
せ
ば
い
い
ん
で
す

たくさんの市民が
自分の体力に合わせて
「外に出て、まちを歩き、人と出会う」
そんな豊岡を目指して！

2017年を「歩く年」
にしよう！

さあ、
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新
生
き
も
の
イ
キ
イ
キ
観
察
記
⑥

　
〜
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
〜

色
か
ら「
ジ
ョ
ウ
」の
名
前
を
も
ら

い
ま
し
た
。

　

冬
の
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
の
主
な
生

活
場
所
は
人
家
周
辺
で
す
。
庭
の

植
栽
な
ど
に
も
よ
く
飛
来
し
、
木

の
実
を
食
べ
ま
す
。
ま
た
地
上
で

小
さ
な
虫
や
ク
モ
な
ど
も
よ
く
捕

ま
え
ま
す
。
枝
先
や
人
工
物
の
先

端
な
ど
、
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所

に
止
ま
り
、
長
細
い
尾
羽
を「
プ

ル
ル
ン
」と
震
わ
せ
な
が
ら「
ヒ
ッ

ヒ
・
カ
カ
ッ
」と
鳴
き
ま
す
。

　

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
の
メ
ス
は
、
オ

ス
に
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
控
え
め

な
褐
色
を
し
て
い
ま
す
。
翼
の
一

部
に「
白
い
紋
」が
あ
る
の
は
オ
ス

と
メ
ス
に
共
通
で
す
。
こ
の
よ
く

目
立
つ
特
徴
か
ら「
紋
付
鳥
」と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
、
冬
鳥
の
中

で
も
最
も
私
た
ち
に
身
近
で
、
観

察
し
や
す
い
鳥
の
一
つ
で
す
。
多

く
の
生
き
物
が
ひ
っ
そ
り
息
を
潜

め
る
冬
の
間
、
私
た
ち
の
す
ぐ
そ

ば
で
暮
ら
す
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
の
存

在
に
気
付
く
だ
け
で
、
少
し
ホ
ッ

コ
リ
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。

（
写
真
・
文　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ウ
ノ

ト
リ
市
民
研
究
所　
高
橋　
信
）

ジョウビタキ

　

寒
く
な
っ
て
く
る
と
、
家
の
周

り
で「
ヒ
ッ
ヒ
」と
い
う
鳴
き
声
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

耳
を
澄
ま
せ
ば
、
続
け
て「
カ
カ

ッ
」と
い
う
石
と
石
を
打
ち
鳴
ら

す
よ
う
な
音
に
気
付
く
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
さ
て
、
こ
の「
ヒ
ッ
ヒ
・

カ
カ
ッ
」の
声
の
主
が
、
今
回
の

主
人
公
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
で
す
。

　

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
ヒ
タ
キ
科
の

鳥
で
、
中
国
大
陸
東
北
部
で
繁
殖

し
、
越
冬
の
た
め
に
日
本
に
渡
っ

て
来
る
冬
鳥
で
す
。「
ジ
ョ
ウ
」は

漢
字
で「
尉
」と
書
き
、
お
じ
い
さ

ん
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
オ

ス
の
羽
根
色
は
、
胸
か
ら
お
腹

に
か
け
て
の
下
面
が
オ
レ
ン
ジ

色
、
翼
上
面
が
黒
色
で
、
2
色
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
ス
ズ
メ

大
の
鳥
で
す
。
頭
部
の
目
か
ら
下

は
黒
い
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
よ
う

で
、
頭
頂
部
か
ら
襟
元
に
か
け
て

「
白
髪
頭
」で
す
。
こ
の
頭
部
の
銀

　

11
月
11
〜
13
日
に
開
催
し
た「
第
16
回
豊
岡
全
国
か
な
書
展
」で
は
、

全
国
28
都
府
県
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
5
6
8
7
点
の
う
ち
、
文
部
科
学

大
臣
賞
を
は
じ
め
と
す
る
3
9
1
5
点
と
絵
手
紙
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

12
日
に
は
、
豊
岡
高
校
と
八
鹿
高
校
の
各
書
道
部
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
書
道
を
、
市
内
上
位
入
賞
者
が
書
の
実
演
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

初
め
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
竹
野
振
興
局
地
域
振
興
課
☎
47

－

1
1
1
1

入
賞
者（
特
選
除
く
）※
敬
称
略

■
文
部
科
学
大
臣
賞

　

正
垣
翠す

い

泉せ
ん（
養
父
市
）

■
仲
田
光
成
記
念
賞

　

野
崎
隆た

か

子こ（
千
葉
県
佐
倉
市
）

〔
市
内
関
係
分
〕

■
兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

　

水
田
夏な

つ

生き（
竹
野
小
4
年
）

　

濱
上
琉る

唯い（
豊
岡
南
中
2
年
）

■
神
戸
新
聞
社
賞

　

羽
野
沙さ

耶や（
豊
岡
高
2
年
）

　

前
田
疎そ

風ふ
う（
正
法
寺
）

■
豊
岡
市
長
賞

　

濟わ
た
る　

真
美
奈（
弘
道
小
5
年
）

　

古こ

村む
ら

倖さ

奈な（
日
高
東
中
1
年
）

　

山
本
佳
世（
泉
町
）

■
豊
岡
市
議
会
議
長
賞

　

福
田
鈴れ

菜な（
合
橋
小
2
年
）

　

桶
本
こ
こ
ろ（
竹
野
中
1
年
）

　

古
田
恵
子（
日
高
町
宵
田
）

■
豊
岡
市
教
育
委
員
会
賞

　

谷
垣
春
花（
三
方
小
3
年
）

　

小
田　

葵（
豊
岡
北
中
2
年
）

　

原　

薫く
ん

苑え
ん（
日
高
町
万
劫
）

仲
田
光
成
記
念

豊
岡
全
国
か
な
書
展
を
開
催
し
ま
し
た

（釈文）ふるさとの潮の遠音のわが胸にひびくをおぼゆ初夏の雲　他一首

文部科学大臣賞　正垣翠泉作

（
釈
文
）浅
み
ど
り
花
も
ひ
と
つ
に
か
す
み
つ
つ
朧
に
見
ゆ
る
は
る
の
夜
の
月

仲
田
光
成
記
念
賞
　
野
崎
隆
子
作 作品を鑑賞する来場者



Advisory Service For Foreign Residents
市では、外国人の生活相談窓口を開設しています。

ここでは、市内の在住外国人に向けた情報を発信していきます。秘書広報課　☎23-1114

　

電
話
で
市
役
所
と
名
乗
り「
還

付
金
が
あ
る
」と
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
い

出
す「
還
付
金
詐
欺
」や
、
利
用
し

て
い
な
い
サ
イ
ト
料
金
を
メ
ー
ル

で
請
求
す
る「
架
空
請
求
メ
ー
ル
」

の
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
お

金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い

う
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
相
談
事
例
①

　

市
役
所
と
金
融
機
関
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
電
話
が
あ
り
、
医
療
費
の
還

付
金
が
あ
る
の
で
、
受
取
り
の
た

め
、
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

◇
還
付
金
詐
欺
の
手
口
に
乗
ら
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
逆
に
お

金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。

市
役
所
や
金
融
機
関
が
返
金
の
た

め
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
指
示
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
相
談
事
例
②

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に「
サ
イ
ト

料
金
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
の
で

法
的
措
置
を
取
る
」と
メ
ー
ル
が

届
い
た
。
驚
い
て
連
絡
先
の
番
号

に
電
話
す
る
と
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
に
行
っ
て
電
子
マ
ネ
ー

の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
10
万
円

分
買
い
、
そ
の
番
号
を
教
え
る
よ

う
に
言
わ
れ
た
。

◇
架
空
請
求
メ
ー
ル
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
特
定
多
数
の
人
に
同
じ
内
容
の

メ
ー
ル
を
送
り
、
電
子
マ
ネ
ー
の
購

入
や
口
座
へ
の
振
り
込
み
を
指
示
し

て
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

◇
声
を
掛
け
合
い
、
詐
欺
に
だ
ま

　
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇「
ひ
ょ
う
ご
防
犯
ネ
ッ
ト
」に
登

　
録
し
ま
し
ょ
う
。

　

携
帯
電
話
等
で
県
警
の「
ひ
ょ

う
ご
防
犯
ネ
ッ
ト
」に
登
録
し
て

お
く
と
、
地
域
の
最
新
の
防
犯
情

報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

 

ひ
ょ
う
ご
防
犯
ネ
ッ
ト
登
録
先

 http://hyogo-bouhan.net/
 index.do

　
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
豊
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

《
豊
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

　

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

－

9
0
0
1

 

੧
ๆ
ଙ
ٽ
ப
ై
հ
ơ
ొ
ߑ
௼ 

5

〜
還
付
金
詐
欺
や
架
空
請
求
メ
ー
ル
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で
〜

NO.4  Japanese Classes
 There are two organizations in Toyooka which 
offer Japanese classes.People from various 
countries study together in each class based on 
their level of Japanese.Please contact them for 
more details if you are interested.They hold some 
tea parties and seasonal  parties too.
○Toyooka International Association 
 With the careful guidance of volunteer staff 
members, many foreigners study Japanese in this 
warm and welcoming atmosphere.Feel free to 
contact us or come to our office.You can consult 
about any problems.
Closed: Sundays and National Holidays
☎24-5931 E-mail:tia@tia-online.net
HP:http://tia-online.net
Facebook:Toyooka International Association
○NPO Nihongo Toyooka AIUEO
 Everyone is welcome to study here.Feel free to 
contact us if you would like to study Japanese. 
You can observe a class before deciding if 
Nihongo Toyooka AIUEO is right for you. Please 
call or e-mail us before coming.You can consult 
about any problems.
☎20-4037 E-mail:aiueo_nihongo_toyooka@softbank.
ne.jp  HP:http://www.eonet.ne.jp/̃aiueo-nihongo
Facebook:Nihongo Toyooka AIUEO

その４ 日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ

　豊
とよ

岡
おか

市
し

には　二
ふた

つ　日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

が　あります。各
かく

教
きょう

室
しつ

では　いろいろな　国
くに

の　人
ひと

が　レ
れ

ベ
べ

ル
る

に合
あ

わ
せて　勉

べん

強
きょう

して　います。授
じゅ

業
ぎょう

が　ある　曜
よう

日
び

や　
時
じ

間
かん

は　それぞれの　教
きょう

室
しつ

に　問
と

い合
あ

わせてくださ
い。お茶

ちゃ

会
かい

や　パ
ぱ

ー
ー

テ
て

ィ
ぃ

ー
ー

も　あります。

○豊
とよ

岡
おか

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

　ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

ス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

が　丁
てい

寧
ねい

に　指
し

導
どう

、温
あたた

かい
雰
ふん

囲
い

気
き

の　中
なか

で　多
おお

くの　外
がい

国
こく

人
じん

が　日
に

本
ほん

語
ご

を
勉
べん

強
きょう

しています。興
きょう

味
み

の　ある　方
かた

は　気
き

軽
がる

に　事
じ

務
む

所
しょ

に　連
れん

絡
らく

　または　お越
こ

しください。困
こま

った　
ことが　あれば　相

そう

談
だん

できます。
休
きゅう

館
かん

日
び

：日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅく

・休
きゅう

日
じつ

　☎24-5931
メ
め

ー
ー

ル
る

：tia@tia-online.net　ホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

：http://tia-online.net
Facebook:豊

とよ

岡
おか

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

○Ｎ
えぬ

Ｐ
ぴー

Ｏ
おー

法
ほう

人
じん

にほんご豊
とよ

岡
おか

あいうえお
　誰

だれ

でも、勉
べん

強
きょう

できます。日
に

本
ほん

語
ご

を　勉
べん

強
きょう

したい人
ひと

は、いつでも　連
れん

絡
らく

してください。見
けん

学
がく

も　でき
ます。来

く

る　前
まえ

に　メ
め

ー
ー

ル
る

か　電
でん

話
わ

してください。
困
こま

った　ことが　あれば　相
そう

談
だん

できます。
☎20-4037
メ
め

ー
ー

ル
る

：aiueo_nihongo_toyooka@softbank.ne.jp
ホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

：http://www.eonet.ne.jp/̃aiueo-nihongo
Facebook:Nihongo Toyooka AIUEO

Inquiry:Secretarial and Public Relations division,Advisory Service（問
とい
合
あわ
せ:秘

ひ
書
しょ
広
こう
報
ほう
課
か
 外
がい
国
こく
人
じん
生
せい
活
かつ
相
そう
談
だん
）

☎23-1114  E-mail:advisory-service@city.toyooka.lg.jp

17　 広報とよおか 2017（平成29）年1月号
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ジョブナビ豊岡

定員100人の就活イベントです。参加には予約が必要です。
WEBサイト「ジョブナビ豊岡」イベント参加ページ（1月1日予約開始）から申し込んでください。

第1部／14:00～16:30
第2部／17:00～19:00Date: 

就活2018 豊岡Uターン
企業研究会

&

Place: 
2017.2.11(Sat)
グランフロント大阪 北館

豊岡にしかない魅力ある企業を知ることができる

交流会
若手先輩社員や採用担当者の本音が聞ける

※出展企業は1月中旬決定!

30社の企業と語ろう!!100人限定

■主　催…豊岡市
■就活に関する問合せ…豊岡市大交流課  TEL.0796-21-9008
■WEBサイト…http://job-navi.city.toyooka.lg.jp

場所
北館B2F ナレッジキャピタル
コングレコンベンションセンター

時間
14：00～16：30

B2F

3F

北館

出展企業は豊岡の魅力ある企業30社。
豊岡の企業を深く研究し、知ることで、豊岡に
しかない働き方や、豊岡で働く未来の自分の
姿に出会えます。
出展企業は1月中旬に決定します。

企業研究会
第1部

場所
北館3F ナレッジキャピタル

URGE（アージ）
時間

17：00～19：00
カフェレストランの気軽な雰囲気の中で、30
社30人の若手先輩社員や採用担当者と、就
活に役立つ情報交換ができます。
（軽食を用意しています）

交 流 会
第2部
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▲作成したポスター

玄げ
ん

さ
ん
、「
飛と

ん
で
る
ロ
ー
カ

ル
豊と

よ

岡お
か

」っ
て
何な

に

？

「
飛と

ん
で
る
」と
い
う
言こ

と

葉ば

に

は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
〝
と
ん
で

い
る
〞
と
〝
ぶ
っ
と
ん
ど
る
〞
と

い
う
意い

味み

が
あ
る
ん
じ
ゃ
。
ロ
ー

カ
ル
は
都と

市し

と
の
比ひ

較か
く

で
は
な
く
、

こ
の
ま
ち
固こ

有ゆ
う

の
価か

値ち

や
魅み

力り
ょ
く

を

表あ
ら
わ

し
た
言こ

と

葉ば

じ
ゃ
。
前ま

え

に
、
市し

民み
ん

と
一い

っ

緒し
ょ

に
、
豊と

よ

岡お
か

に
移う

つ

り
住す

ん
で

も
ら
う
作さ

く

戦せ
ん

を
考か

ん
が

え
た
時と

き

に
、
豊と

よ

岡お
か

に
は
す
ご
い
こ
と
が
よ
ぉ
け
あ

る
こ
と
が
改あ

ら
た

め
て
分わ

か
っ
た
ん
じ

ゃ
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を

表あ
ら
わ

し
た
言こ

と

葉ば

と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作つ

く

っ
た
ん
じ
ゃ
。
み
ん
な
に
意い

味み

を

分わ

か
っ
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
こ
の
マ
ー
ク
を
使つ

か

っ
て

欲ほ

し
い
の
ぉ
。

〝
ぶ
っ
と
ん
ど
る
〞っ
て
具ぐ

体た
い

的て
き

に
は
？

豊と
よ

岡お
か

に
し
か
な
い
モ
ノ
や
コ

ト
、
ヒ
ト
を
生い

か
し
て
、
す

ご
い
価か

値ち

が
生う

ま
れ
、
突つ

き
抜ぬ

け

て
い
る
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な
。
コ
ウ

ノ
ト
リ
野や

生せ
い

復ふ
っ

帰き

に
取と

り
組く

ん
で

い
る
こ
と
や
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
暮く

ら
す
場ば

所し
ょ

と
安あ

ん

全ぜ
ん

・
安あ

ん

心し
ん

な
食た

べ

物も
の

を
同ど

う

時じ

に
作つ

く

る
新あ

ら

た
な
農の

う

法ほ
う

に

取と

り
組く

ん
で
い
る
農の

う

家か

の
人ひ

と

、
永え

い

楽ら
く

館か
ん

を
復ふ

く

原げ
ん

し
、
歌か

舞ぶ

伎き

を
ま
ち

の
顔か

お

に
し
た
人ひ

と

が
い
る
こ
と
な
ど

じ
ゃ
。
み
ん
な
に
こ
れ
ら
の
こ
と

を
知し

っ
て
も
ら
い
た
い
の
ぉ
。

へ
ぇ
〜
、
そ
ん
な
に
す
ご
い

人ひ
と

た
ち
が
い
る
ん
だ
ね
。
で

も
、
ど
う
や
っ
て
み
ん
な
に
知し

っ

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 

豊と
よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！
㉑

飛と

ん
で
る
ロ
ー
カ
ル
豊と

よ

岡お
か

っ
て
？
　

て
も
ら
う
の
？

今こ
ん

回か
い

新あ
ら

た
に
作さ

く

成せ
い

し
た
６
種し

ゅ

類る
い

の
ポ
ス
タ
ー
を
貼は

っ
た
り
、

映え
い

像ぞ
う

を
つ
く
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
見み

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
と

る
ん
じ
ゃ
。

ポ
ス
タ
ー
は
私わ

た
し

も
駅え

き

や
図と

書し
ょ

館か
ん

で
見み

た
わ
。

そ
う
じ
ゃ
、
市し

内な
い

の
い
ろ
ん

な
施し

設せ
つ

に
貼は

っ
と
る
ん
じ
ゃ
。

東と
う

京き
ょ
う

や
大お

お

阪さ
か

、
神こ

う

戸べ

に
も
貼は

っ
と

る
ぞ
。
映え

い

像ぞ
う

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で「
飛と

ん
で
る
ロ
ー
カ
ル
豊と

よ

岡お
か

」

と
検け

ん

索さ
く

し
た
ら
見み

る
こ
と
が
で
き

る
し
、
市し

役や
く

所し
ょ

の
大だ

い

交こ
う

流り
ゅ
う

課か

と
各か

く

振し
ん

興こ
う

局き
ょ
く

地ち

域い
き

振し
ん

興こ
う

課か

で
貸か

し

出だ

し
も

し
と
る
ん
じ
ゃ
。

豊と
よ

岡お
か

の
暮く

ら
し
や
良よ

い
も
の

を
知し

っ
て
、
移う

つ

り
住す

み
た
い

と
思お

も

っ
て
く
れ
る
人ひ

と

が
た
く
さ
ん

来き

て
ほ
し
い
な
。

そ
う
じ
ゃ
な
。
よ
ぉ
け
の
人ひ

と

が
わ
し
ら
と
一い

っ

緒し
ょ

に
豊と

よ

岡お
か

で

暮く

ら
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
の
ぉ
。

▲ロゴマーク

　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
隔月で奇数月号に掲載しています。

《問合せ》農林水産課☎23‒1127

こちら鳥獣害対策員です2016⑤
～フクロウとネズミ～

楽
園
な
の
で
す
。

　

野
生
動
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人

間
の
営
み
を
う
ま
く
利
用
し
て
生

き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
害
が

出
る
と「
鳥
獣
害
」と
な
り
ま
す
が

「
鳥
獣
益
」と
い
う
も
の
も
存
在
し

て
い
ま
す
。
普
段
そ
れ
を
気
に
掛

け
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

む
し
ろ
こ
の
命
の
絆
、
生
態
系
の

豊
か
さ
の
中
で
わ
れ
わ
れ
は
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ク
ロ
ウ
と
の
関
係
の
よ

う
に
、
昔
か
ら
続
く
野
生
動
物
と

の
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
良
い
関
係

を
維
持
し
、
次
の
世
代
に
手
渡
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
冬
は
ぜ

ひ
、
人
と
動
物
の
関
係
に
つ
い
て

思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
畑
に
ネ
ズ
ミ
が
増
え
た
」と
の

相
談
を
よ
く
受
け
ま
す
。
こ
う
答

え
ま
す
。「
収
穫
が
終
わ
っ
た
ら
、

カ
ラ
ス
除
け
の
テ
グ
ス
を
外
し
て
、

畑
の
隅
に
で
も
杭
を
一
本
立
て
て

く
だ
さ
い
」「
・
・
・
？
」

　

昼
の
畑
に
カ
ラ
ス
が
飛
来
す
る

よ
う
に
、
夜
の
畑
に
は
フ
ク
ロ
ウ

が
来
ま
す
。「
杭
」と
い
う
の
は
、

フ
ク
ロ
ウ
が
そ
の
畑
で
ゆ
っ
く
り

と
餌
の
ネ
ズ
ミ
を
探
す
た
め
の
止

ま
り
木
な
の
で
す
。
そ
し
て
カ
ラ

ス
除
け
の
テ
グ
ス
は
、
フ
ク
ロ
ウ

除
け
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
、
ネ
ズ
ミ
か
ら
す
れ
ば
天
敵

の
フ
ク
ロ
ウ
か
ら
守
っ
て
く
れ
る

鳥
獣
益

http://tonderu-local.com
▲ホームページURL



申請は済みましたか？　期限は２月１日です
平成28年度臨時福祉給付金

雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方
の
安
全
確
保

大
歓
迎
！
子
ど
も
好
き
な
方 

要
援
護
世
帯
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
補
助
制
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員
を
募
集

　臨時福祉給付金の申請期限が迫っています。
　市では給付金を受給できる可能性がある方に
申請書を送付し、平成28年８月１日から申請を受け
付けています。申請がまだの方には、案内はがき
を送付しますので、忘れずに申請してください。
　申請期限を過ぎると給付金は支給できません。
受給を希望する場合は、必ず期限内に申請して
ください。

▼期限　２月１日（水）
　　　　※郵送の場合は当日の消印有効
▼注意　給付金支給後に平成28年度分の住民税
が課税となったり、平成28年度分の住民税が
課税されている方の被扶養者となった場合は、
給付金を返還していただきます。
 《申込み・問合せ》総務課☎21-9068
　　　　　　または各振興局市民福祉課

　

市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
重
度
の
障
害
者
な
ど
、
自
力

で
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
業
者

に
依
頼
し
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を

行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象　
世
帯
全
員
の
市
民
税
が

非
課
税
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
ク
ラ

ブ
支
援
員
と
一
緒
に
児
童
の
生
活

を
補
助
す
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象　

健
康
で
体
力
が
あ
り
、

子
ど
も
の
好
き
な
方（
資
格
無

し
で
も
可
）

▼
勤
務
期
間　
4
月
〜
平
成
30
年

3
月
の
週
3
日
〜
5
日
程
度

▼
勤
務
時
間　
平
日
の
午
後
2
時

〜
6
時
30
分
の
3
時
間
程
度

（
夏
休
み
等
学
校
休
業
日
は
、

午
前
8
時
〜
午
後
6
時
30
分
の

間
で
5
時
間
程
度
）

※
社
会
保
険
な
ど
に
は
加
入
し
ま

せ
ん
。

▼
賃
金　

時
給
9
1
0
円（
保
育

士
等
の
資
格
有
り
）▽
8
2
0

円（
資
格
無
し
）

▼
申
込
み　
2
月
6
日（
月
）ま
で

に
、
市
販
の
履
歴
書（
写
真
添

付
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し

て
く
だ

さ
い
。

資
格
の

あ
る
方

は
、
そ
の
証
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
こ
ど
も
育

成
課
☎
29
–
0
0
5
3

②
重
度
障
害
者
の
み
の
世
帯

③
母
子
世
帯（
18
歳
未
満
の
子
と

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
）

④
①
〜
③
の
組
み
合
わ
せ
の
世
帯

※
①
②
の
世
帯
に
18
歳
未
満
の
方

が
い
て
も
可

※
自
治
会
や
近
所
の
方
、
親
族
な

ど
、
雪
下
ろ
し
の
援
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
対

象
外

※
世
帯
は
、
住
民
票
上
の
世
帯
で

は
な
く
、
実
際
の
居
住
実
態
な

ど
を
考
慮
し
て
市
が
判
断

▼
補
助
金
額　
1
回
の
雪
下
ろ
し

に
要
し
た
費
用
の

2
分
の
1（
3
万

円
を
限
度
）

▼
補
助
回
数　
年
度

内
1
世
帯
当
た
り

3
回
ま
で

▼
申
込
み　
雪
下
ろ
し
を
行
っ
た

後
、
支
払
っ
た
費
用
の
領
収
書

を
添
え
て
申
請
書
、
実
施
報
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雪
下
ろ
し
対
応
業
者
の
指
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
依
頼
す
る
業

者
が
分
か
ら
な
い
方
は
、
高
年

介
護
課
ま
た
は
各
振
興
局
市
民

福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
高
年
介
護

課
☎
29
–
0
0
5
5

「臨時福祉給付金」（簡素な給付措置）を理由とした

自宅や職場などに市役所や厚生労働省（の職員）などをかたった電話が掛かってきたり、郵便
が届いたら、迷わず、市役所や最寄りの警察署〔または警察相談専用電話（＃9110）〕に連絡
してください。

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”に注意してください。
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新成人をお祝い有権者が求めることも禁止
成人式を開催政治家の寄付は禁止

く
つ
ろ
ぎ
の
あ
る
緑
あ
ふ
れ
る
霊
苑

東
霊
苑
の
永
代
使
用
者
を
募
集

　新成人をお祝いする平成28
年度豊岡市成人式を開催しま
す。当日、市役所本庁舎２階
大会議室では、式典の中継を
実施します。家族、地域の皆
さんは、ぜひ、市役所本庁舎
で、新成人をお祝いしてくだ
さい。

《問合せ》生涯学習課☎23-0341

▼日時　１月８日（日）午後１時30分～２時35分
　　　　（開場：午後０時45分～）
▼場所　市民会館　文化ホール
　　　　※新成人以外は入場できません。
▼内容　式典、フォトムービー上映、記念撮影
　　　　ほか

▼日時　１月８日（日）午後１時～２時35分
　　　　（開場：正午～）
▼会場　市役所本庁舎　２階　大会議室
▼駐車場　市役所北・東側駐車場、豊岡駅前駐

車場

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機
会が多いシーズンですが、政治家が選挙区内の
人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止
されています。また、有権者が政治家に寄付や
贈り物を求めることも禁止されています。
　本市では、来年４月には市長選挙と市議会議
員補欠選挙、夏には知事選挙、10月には市議会
議員選挙と多くの選挙が予定されています。寄
付禁止のルールを守り、お金の掛からない明る
い選挙を実現するため、政治家とクリーンな関
係を保ちましょう。

《問合せ》選挙管理委員会事務局☎23-5454

《使用料等》
区分 永代使用料 管理料（年額）

本市に住所を有
する方

780,000円 3,000円

本市内に住所を
有しない方（本籍
のみ本市内の方）

936,000円 3,000円

※永代使用料とは、永代（子々孫々）にわた
り、区画をお貸しする費用です。許可時に
納めていただき、以降は不要です。

三ない運動
贈らない！ 求めない！ 受け取らない！

友人との再開を喜ぶ
新成人（昨年度）

成

式

人

典

式

中 継

　次の①～④および⑥で処罰を受けると、
公民権停止の対象となります。
①政治家の寄付の禁止
②政治家に対する寄付の要求等の禁止
③政治家の関係団体の寄付の禁止
④後援団体の寄付の禁止
⑤政治家の年賀状等のあいさつ状の禁止
　（答礼のための自筆によるものを除く）
⑥あいさつを目的とする有料広告の禁止
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　３年に１度の一斉改選で、12月１日付けで新しく219人（再任含む）の民生委員･児
童委員が就任されました。
　民生委員･児童委員の役割は①担当区域内の住民の実態や福祉需要を日常的に把
握すること②地域住民の抱える問題に、親身になって相談にのること③社会福祉の
制度やサービスを、住民に情報提供すること④住民と関係行政機関などとのパイプ
役を務め、住民が個々の課題に応じた福祉サービスを受けられるよう支援するこ
と̶です。主任児童委員は、特定の区の担当はなく、児童福祉に関する事項を専門的、
広域的に担当していただきます。 ≪問合せ≫社会福祉課☎24-7033

〈敬称略〉

豊　岡　地　域
氏名 担当区域 氏名 担当区域

中　田　有美子 納屋、上佐野、佐野 上　田　映　子 駅前
宮　下　政　夫 九日市上町 太田垣　葉　子 駅前
伊　塚　早菜代 九日市上町 太　田　省　子 正法寺
間　　　泰　子 九日市下町 田　口　壽　子 正法寺
渡　邉　玲　子 九日市中町 幸　岡　礼　子 本戸牧
中　井　純　子 妙楽寺 深　山　津代美 戸牧北
川　見　孝　代 妙楽寺 池　田　重　男 戸牧南
深　町　千　里 塩津 岡　本　千栄子 高屋（東）
岡　田　節　子 弥栄 大　江　美　鈴 高屋（中）
村　田　壅　子 桜通 永　田　昌　子 上陰
佐　藤　玲　子 桜通 岸　田　　　敏 中陰
安　木　　　洪 大磯 植　垣　秀　男 中陰
河　本　秋　男 三坂 西　村　充　春 下陰
田　中　泰　廣 旭、城上 山　崎　　　基 下陰
中　西　禮　子 京口、新 竹　山　光　子 下陰
黒　北　　　豊 小尾崎、豊田 田　口　典　子 下陰
佐　川　　　惠 宵田、寺、久保 植　村　俊　秋 福田、栃江
山　本　千　秋 本 岡　﨑　直　美 福田
秋　庭　喜　彦 御陵 田　村　公　夫 森津、滝、新堂
岡　田　進一郎 滋茂、円山、中 大　江　支農夫 岩熊、江野、伊賀谷
丸　岡　良　子 西本 長谷川　　　勲 今森
金　子　喜代美 立野 塩　見　博　已 今森
野　村　茂　子 生田東 田　淵　道　弘 江本
林　　　利　子 生田西 野　竿　明　美 江本
中　村　和　基 寿 柿　坂　和　子 駄坂、木内、大篠岡
山　本　か　よ 永楽 田　渕　　　守 中谷、河谷、百合地
細　川　　　明 亀山、高雄 木　村　かほる 市谷、中郷、引野
田　原　達　夫 花園 高　木　一　成 土渕、沖加陽、下加陽
盛　田　　　充 桜木 岩　城　　　亨 清冷寺、伏、八社宮
井　上　由　美 小田井 古　田　たかの 小島
三　宅　美代子 西花園（東） 中　田　美　子 瀬戸
前　田　光智子 西花園（中） 石　橋　容　子 瀬戸
中　島　幸　子 西花園（西） 寺　口　幸　夫 津居山
呉　座　幸　榮 西花園（中） 萬　谷　祥　代 津居山
西　垣　　　勉 宮島、一日市 中　田　惠　子 気比、田結
森　垣　俊　幸 船町、森、山本 橋　岡　進　一 気比
幸　岡　　　肇 金剛寺、野上 本　田　　　豊 畑上、三原
正　見　敏　治 口鶴井、下鶴井、赤石 谷　田　耕　一 内町、辻、船谷、目坂
足　立　啓　子 法花寺、祥雲寺、鎌田 小　山　幸　雄 吉井、福成寺、野垣、大谷
小　畑　美八子 下宮、日撫 今　井　芳　弘 奥岩井、宮井、口岩井、庄
岩　﨑　節　子 上庄境 中　西　さよ子 奥野、市場、三宅
岩　本　邦　夫 上庄境 足　立　幸　江 香住
川　﨑　博　子 中庄境、本庄境 田　邊　悦　子 森尾、立石
黒　田　賢　市 梶原 齋　藤　　　晋 上鉢山、長谷、下鉢山、倉見

城　崎　地　域
氏名 担当区域 氏名 担当区域

天　野　名　雄 元薬師 原　田　正　己 桃島
細　田　準　子 湯の元、御所 小　関　正　美 旭、内島
山　田　まゆみ 南上、南中、弁天 小　幡　弘　明 来日、円山
早　川　　　敦 北松ヶ崎、南松ヶ崎、駅前 田　中　英　裕 簸磯、上山住宅、上山、二見
谷　垣　寿　男 喜多、長崎 垣　谷　　　昇 戸島、結
田　中　秀　樹 南下、大谷、東山 田　中　朝　子 楽々浦、飯谷
西　垣　賢　治 今津

市民の皆さんの身近な相談相手
民生委員・児童委員を紹介します
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竹　野　地　域
氏名 担当区域 氏名 担当区域

林　　　広　子 三原 松　下　まさ子 羽入、松本、草飼
池　田　昭　夫 桑野本、川南谷、大森、須野谷 明　部　直　身 駅前
岡　田　隆　男 御又、河内、門谷 後　藤　昭　男 宇日、田久日
乳　原　正　廣 床瀬、中村、下村 仲　才　恵　子 東町
杉　本　　　章 小城、二連原、段、銅山 濱　上　絹　代 馬場町、下町
冨　森　とも子 坊岡、森本 木　谷　登美子 馬場町、中町
河　原　みかり 林、下塚 宮　嶋　　　直 上町
笹　山　義　仁 轟、鬼神谷、東大谷、金原 今　福　由美子 西町
町　田　直　道 芦谷、小丸、須谷 井　上　みき子 切浜、浜須井、奥須井
杉　垣　敏　弘 和田、阿金谷

日　高　地　域
氏名 担当区域 氏名 担当区域

戸　田　ルミ子 松岡、土居 正　垣　　　稔 国分寺
細　田　幸　子 上郷 猪　口　多津子 水上、国分寺
糸　賀　績　子 府市場、府中新 田　中　正　紀 山本
高　原　義　正 堀、野々庄 山　根　和　代 鶴岡
真　狩　隆　司 池上、西芝 道　仲　眞由美 日高
門　野　正　義 上石、国府テラス 北　田　健　三 日高
山　田　聰四郎 虹の街、竹貫 山　田　啓　子 日置
長谷川　汎　司 藤井、奈佐路、谷、中 北　井　明　美 日吉
沼　田　盛　繁 猪爪、八代、河江、小河江、大岡 赤　江　静　子 篠垣、伊府、佐田
田　口　敏　行 江原 稲　田　利　夫 知見、森山
田　中　安　子 江原 宮　口　典　子 栗山、観音寺
酒　井　みどり 東構 西　村　千賀子 殿、羽尻
上　坂　洋　子 東構 森　田　智津子 田ノ口、広井、猪子垣、荒川
吉　谷　陽　子 祢布 高　嶋　京　子 芝、野、庄境
中　嶋　直　美 宵田 西　田　初　代 十戸、頃垣、石井
赤　木　保　之 岩中 關　口　香魚子 山宮、栃本
吉　谷　眞　弓 浅倉、赤崎 坂　口　美知子 太田、名色
岡　田　美知子 久斗 岡　村　裕美子 万場、栗栖野、東河内
岡　本　美　鈴 道場、夏栗 原　　　清　美 山田、万劫、稲葉、水口
岡　本　　　浩 久田谷、夏栗

出　石　地　域
氏名 担当区域 氏名 担当区域

竹　中　保　雄 谷山、下谷、材木 仲　谷　辰　夫 福住
小　畑　宏　明 魚屋、東條 橋　本　吉　明 坪口、榎見、和屋、奥山
安　保　徐　子 寺町 石　原　正　利 百合、上野、中野
大　門　敏　夫 寺町 深　田　崇　子 桐野
水　嶋　良　美 八木、本町 岸　本　隆　男 日野辺、寺坂
藤　原　石　一 宵田 加　納　　　茂 水上、長砂、鳥居
楠　　　真　美 内町、田結庄 吉　谷　則　子 森井、丸中、大谷
小　松　真由美 小人、柳 宮　下　洋　子 三木、片間
中　村　信　和 川原 井　﨑　明　美 伊豆、福居
森　垣　義　寛 川原 水　嶋　明　美 嶋、田多地、安良
石　田　和　正 松枝、弘原 栁　澤　安喜夫 宮内
千　野　之　雅 細見、荒木 吉　田　準　一 袴狭
山　本　すみえ 平田、福見、暮坂 加　藤　幸　洋 口小野、奥小野
中　島　文　雄 鍜冶屋、中村

但　東　地　域
氏名 担当区域 氏名 担当区域

今　井　文　枝 如布 大　石　博　士 矢根
山　本　　　定 赤野 大　石　佐代子 奥矢根、出合市場、南尾、出合
高　垣　孝　子 虫生、坂野 衣　川　ともみ 河本、西谷、天谷
足　田　芳　久 口藤、中藤、奥藤 衣　川　ゆき子 佐々木、相田、小谷
小　西　　　護 奥赤、赤花 植　田　節　美 三原、唐川
中　野　千津子 坂津、赤花 板　生　知久代 正法寺、平田
橋　本　道　江 畑山 岡　野　　　隆 栗尾
太　田　和　子 日向、木村、太田 淺　田　鑑　三 佐田、久畑
森　本　英　樹 東里、西野々、高龍寺 衣　川　伸　二 後、東中、小坂
岸　本　章　子 水石、畑 桒　垣　享　文 大河内、薬王寺

主任児童委員
氏名 担当地域 氏名 担当地域

加　谷　泰　子 豊岡地域 吉　谷　美智子 日高地域
深　山　義　行 豊岡地域 松　原　幸　子 日高地域
西　村　貴　子 豊岡地域 中　西　美也子 出石地域
西　垣　浩　文 城崎地域 松　本　千　尋 出石地域
大　梅　晴　美 城崎地域 小　山　千　尋 但東地域
太　田　春　代 竹野地域 大　月　禎　子 但東地域
古　保　初　代 竹野地域
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平成29年度採用 
豊岡市非常勤嘱託職員・臨時職員募集
非常勤嘱託職員
職種 募集

人数
勤務先
（予定）

応募資格または 職務内容 勤務条件（予定）　　　条件など　　 パソコン

宿日直員 １人 本庁舎 特になし 市役所での宿直および
日直業務など

報酬：宿直　日額9,000円
　　　日直　日額4,500円
勤務：宿直と日直合わせて月13

日程度（ローテーション
勤務）

舞台操作員 １人
市民会館・
ひぼこホー
ル

普通自動車運転免許
所持者で、できれば
舞台操作、音響操作、
照明操作に従事経験
のある方

○
ホールの舞台設備操作
および貸館管理業務な
ど

報酬：月額155,300円
勤務：週５日（35時間）
休日：火曜日と他の１日の週２

日

看護師 １人 休日急病診療所

看護師もしくは准看
護師免許所持者また
は３月末までに取得
できる方

看護師業務など

報酬：日額15,100円
勤務：日曜日、祝日、１月１～

３日、および12月31日の
うち、看護師３人中２人
の１日交代制

医療扶助相
談・指導員 １人 社会福祉課

保健師、看護師・准
看護師、薬剤師、精
神保健福祉士または
社会福祉士のいずれ
かの資格所持者また
は３月末までに取得
できる方

○

生活保護の医療扶助に
おける適正化対策業務
（後発医薬品の使用促
進のための関係者との
連絡調整、保健指導や
健康管理支援、不適切
な受診行動等への助言
指導）、窓口対応など

報酬：月額161,200円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、祝

日

運動遊び
指導員 １人 こども育成課

保育士資格もしくは
幼稚園・小学校・中
学校のいずれかの教
諭普通免許所持者ま
たは３月末までに取
得できる方で普通自
動車運転免許所持者

○

保育園・幼稚園・子育
てセンター・公民館等
での運動遊びの巡回指
導、保育士・幼稚園教
諭等の指導および運動
遊びの普及啓発業務な
ど

報酬：月額161,200円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、祝

日

放課後児童
クラブ支援
員　　　　

２人

各放課後児
童クラブの
いずれか

次の①または②いず
れかに該当する方
①保育士資格もしく
は幼稚園・小学校・
中学校・高等学校
のいずれかの教諭
免許所持者または
３月末までに取得
できる方

②大学（短大含む）ま
たは大学院で、社
会福祉学、心理学、
教育学、社会学、
芸術学、体育学を
専修する学科を修
めて卒業した方ま
たは３月末までに
卒業できる方

○
放課後児童クラブにお
ける児童の安全管理、
生活指導および遊びの
指導など

報酬：月額161,200円
勤務：週６日（35時間）
休日：日曜日、祝日

４人
報酬：月額120,900円
勤務：週５日（27時間）
休日：土・日曜日の週２日、祝

日

放課後児童
クラブ支援
補助員　　

１人 ○
放課後児童クラブにお
ける児童の安全管理、
生活指導および遊びの
指導などの補助

報酬：月額103,600円
勤務：週５日（24時間）
休日：土・日曜日の週２日、祝

日

パート
保育士 １人 西保育園

保育士資格所持者ま
たは３月末までに取
得できる方

保育業務
報酬：月額134,400円
勤務：週５日（30時間）
休日：日曜日と他の１日の週２

日、祝日

パート保育
補助員 １人 合橋認定こども園 特になし 午前７時30分から約２

時間の保育補助など
報酬：月額51,800円
勤務：週６日（12時間）
休日：日曜日の週１日、祝日

《雇用期間》４月１日～平成30年３月31日
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▼応募資格　宿日直員、看護師、用務員、浴場清掃員は、
昭和27年４月２日以降に生まれた方、それ以外の職
種は、昭和32年４月２日以降に生まれた方▽応募資
格中のパソコン欄に○印のある職種は、パソコン（ワ
ード・エクセル）操作ができる方▽応募資格中の普通
自動車運転免許所持者は、実運転経験年数が１年以
上で、申込以前１年以上無事故無違反、かつ、過去
５年間に軽微な事故、違反（減点２点以下）が２回ま
での方

▼選考試験
○一般事務補助員　一次試験…適性検査試験［能力（言
語、数理、論理、マナーなど）］▽二次試験…面接試験

○運動遊び指導員　面接試験・運動実技試験［マット（側
転、前転）、短縄跳び、鉄棒（逆上がり、前回り降り）］

○その他の職種　面接試験
※必要に応じ、面接時にパソコン操作試験を実施
※日時・場所は受付時に連絡
▼受付期間　１月４日（水）～16日（月）　※土・日曜日、
祝日、執務時間（午前８時30分～午後５時15分）外は
受付できません。

▼申込方法　職員課と各振興局地域振興課にある申込
書に記入、押印、写真貼付の上、資格・免許などの
写しを添えて提出。一般事務補助員希望の方は、配
属先希望順位調書を併せて提出

※応募は上記職種のうち１職種（各学校給食センターは
一つの勤務先）に限ります。また、嘱託職員と臨時職
員との同時申込みもできません。
《申込み・問合せ》職員課（本庁舎４階）☎23-1326

臨時職員
職種 募集

人数
勤務先
（予定）

応募資格または 職務内容 勤務条件（予定）　　　条件など　　 パソコン

保育士・幼
稚園教諭

85人
程度

保育園、幼
稚園または
認定こども
園

保育士資格または幼
稚園教諭免許（修了
確認期限内であるこ
と）所持者もしくは
３月末までに取得で
きる方

保育業務、幼児教育な
ど

賃金：日額7,600円
※在籍年数等で月額の場合あり
勤務：週５日（１日７時間45分）
休日：保育園および認定こども

園は、日曜日および他の
１日の週２日、祝日。幼
稚園は、土・日曜日の週
２日、祝日

一般事務
補助員

40人
程度

本庁舎、各
地域の庁舎
または出先
事務所など

高等学校卒業程度以
上の卒業資格のある
方

○ 一般行政事務の事務補
助など

賃金：日額6,700円
勤務：１日７時間45分で週５日
休日：原則、土・日曜日の週２日、

祝日（配属先で異なる）

指導補助員
（子育て） ２人

子育て総合
センターま
たは日高子
育てセンタ
ー

保育士資格もしくは
幼稚園・小学校のい
ずれかの教諭免許所
持者または３月末ま
でに取得できる方

○ 子育て相談、遊びの指
導、事務補助など

賃金：日額7,600円
勤務：１日７時間45分で週５日
休日：火曜日（総合センター）ま

たは月曜日（日高）と土・
日曜日のいずれか１日の
週２日、祝日

調理員
日高
７人
出石
６人

日高または
出石学校給
食センター

健康で体力に自信の
ある方

学校給食の調理業務
（原則、夏・冬・春休
み期間中の勤務はあり
ません。）

賃金：日額6,700円
勤務：１日７時間45分で週５日
休日：土・日曜日の週２日、祝日

パート
調理員Ａ

26人
程度

豊岡学校給
食センター

賃金：時間額930円
勤務：１日６時間程度の週５日

で調整
休日：土・日曜日の週２日、祝日

パート
調理員Ｂ

日高
４人
出石
５人

日高または
出石学校給
食センター

賃金：時間額930円
勤務：１日４時間の週５日
休日：土・日曜日の週２日、祝日

用務員 ８人

城崎温泉の
外湯各浴場

健康で体力に自信が
あり、土・日曜日、
祝日および早朝、夜
の勤務が可能な方

接客、清掃業務など
賃金：日額7,100円
勤務：週38時間45分（５日）以内

の勤務で調整
休日：週２日以上で調整

浴場清掃員 ６人
健康で体力に自信が
あり、土・日曜日、
祝日および深夜の勤
務が可能な方

浴場の深夜清掃業務な
ど

賃金：日額8,600円
※勤務場所により日額7,100円
勤務：１日６時間で週６日の深

夜を基本とする勤務
休日：週１日で調整

管理員 ２人
市民会館ま
たはひぼこ
ホール

施設管理業務に意欲
のある方 ○ 施設管理業務、受付、

ホールの舞台業務など
賃金：日額6,700円
勤務：１日７時間45分で週５日
休日：火曜日と他１日で調整

《雇用期間》【保育士・幼稚園教諭】４月１日～９月30日【それ以外の職種】４月３日～９月30日
※いずれも、雇用期間満了時の業務量、勤務成績・態度、能力で、最長６カ月の範囲内で更新する場合あり

【共通事項】
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不動産を公売します！
所在
地番

豊岡市一日市字小田
井田824番4

地目 田 農用地 －
地積 327㎡
権利 無

番号 不3-02 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
1,160,000円
公売保証金
120,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
敷地内に電柱・支柱があります。

所在
地番

豊岡市鎌田字古川添
143番1

地目 田 農用地 区域内
地積 1,541㎡
権利 無

番号 不3-04 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
1,030,000円
公売保証金
110,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
耕作されていません。

所在
地番

豊岡市城崎町桃島字ツブテ石149
番8、149番9、149番13、149番
18、150番1、156番10、156番23

地目 宅地・原野・
雑種地 農用地 －

地積 190.97㎡（合計）
権利 無

番号 不3-06 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
3,570,000円
公売保証金
360,000円

備
考
上水道は引込みされていません。下水道は引込み済みです。
対象不動産の一部は法面です。
土砂災害警戒区域に指定されています。

所在
地番

豊岡市日高町栃本字
中野1番196

地目 山林 農用地 －
地積 160㎡
権利 無

番号 不3-01 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
400,000円
公売保証金
40,000円

備
考
別荘地内の土地です。
宅地利用には整地が必要です。
上下水道共に引込み済です。

所在
地番

豊岡市鎌田字福附ケ
140番1

地目 田 農用地 区域内
地積 669㎡
権利 無

番号 不3-03 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
420,000円
公売保証金
42,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
耕作されていません。

所在
地番

豊岡市城崎町桃島字杵
ケ滝145番6、146番1

地目 宅地 農用地 －
地積 135.62㎡（合計）
権利 無

番号 不3-05 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
4,140,000円
公売保証金
420,000円

備
考

上水道は引込み済み、下水道は引込みされていません。
山陰海岸国立公園の普通地域に指定されており、高さ13ｍ超
または延床面積1,000㎡超の工作物の建築等一定の行為を行う
際には県知事に届出が必要です。

　

納
税（
市
税
）の
悩
み
ご
と
を
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
も
で

き
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す
。

■
日
時　

1
月
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日（
日
）午
前
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時
〜
午
後
3
時

■
場
所　

本
庁
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税
務

課
収
税
係
）

《
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合
せ
》
税
務
課 

　

☎
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1
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1
8

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
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差
し

押
さ
え
た
財
産
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お
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公

売
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。

■
公
売
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法
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タ
ー
ネ
ッ
ト
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利
用
し
た

競
り
売
り

■
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加
申
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期
間
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月
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火
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後
１
時
〜
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日（
月
）午
後
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時

■
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り
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間

１
月
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日（
月
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後
１
時
〜
2

月
1
日（
水
）午
後
11
時

■
代
金
納
付
期
限

　

2
月
9
日（
木
）午
後
3
時

■
公
売
物
件

　

絵
画
な
ど
10
点（
予
定
）

■
参
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曜
納
税
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ー
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ッ
ト
公
売
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＜その他＞
①地積は公簿上に記載された面積であり、実測と異なる場合があります。　
②各物件の中で、公売が中止になる場合があります。　
③耕作中の農地については、今年の収穫物は耕作者または前所有者に帰属します。
④写真の境界線は大まかな位置を示したものです。隣地との境界確定、使用者または占有者等に対す
る明渡し要求などは、買受人が行うことになります。

⑤物件によっては、土地改良区への負担金や入区料などが発生する場合があります。
⑥公売物件は豊岡市の所有財産ではありませんので、立ち入ることはできません。　
⑦豊岡市は物件の瑕

か

疵
し

担保責任を負いません。
⑧公売保証金は、落札できなかった場合には返還します。
⑨所有権移転の際、登録免許税の納付が必要です。また、不動産取得税が課税される場合があります。
⑩代金納付期日は３月22日（水）です。代金納付期日は場合によっては延期することがあります。
- 《問合せ》税務課☎23-1118

公 売 の ご あ ん な い
■公売期日　３月15日（水）　■受付時間　午前10時～11時
■入札会場　本庁舎　６階　会議室６－１、６－２
■持ち物　身分証明書、印鑑、公売保証金、農業委員会発行の買受適格証明（必要な物件のみ）

所在
地番

豊岡市出石町福住字上
清水194番２、195番1

地目 田 農用地 －
地積 406㎡（合計）
権利 無

番号 不3-08 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
2,700,000円
公売保証金
270,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
上下水道共に引込済みです。

所在
地番

豊岡市但東町畑字中ノ
前361番

地目 田 農用地 区域内
地積 1,273㎡
権利 無

番号 不3-10 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
480,000円
公売保証金
48,000円

備
考 農業委員会発行の買受適格証明が必要です。

所在
地番

豊岡市百合地字扇町
513番

地目 畑 農用地 区域内
地積 483㎡
権利 無

番号 不3-07 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
230,000円
公売保証金
23,000円

備
考 農業委員会発行の買受適格証明が必要です。

所在
地番

豊岡市出石町水上字
的場229番

地目 田 農用地 区域内
地積 1,389㎡
権利 無

番号 不3-09 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
600,000円
公売保証金
60,000円

備
考 農業委員会発行の買受適格証明が必要です。

　

http://koubai.auctions.yah

　

oo.co.jp/hyg_toyooka_city
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国
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１～３月は税収確保重点期間です

　市では、税の公平性と自主財源の確保を図るため、１～３月を「税
収確保重点期間｣と定め、市税の滞納があり、納付も納税の相談も
ない方に対し、差押などの滞納処分を強化します。
　市税の納付が困難な場合、滞納を放置せず、まず、相談してくだ
さい。
　また、納税は便利な口座振替もできますので、ぜひ、利用してく
ださい。

《問合せ》税務課☎23-1118

　

平
成
28
年
分
（
平
成
28
年
1
月

1
日
〜
12
月
31
日
）
の
所
得
税
の

確
定
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係
る
扶
養
控

除
等
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
所

得
税
の
確
定
申
告
や
個
人
市
県
民

税
の
申
告
等
で
適
用
を
受
け
る
場

合
は
、
そ
の
親
族
に
係
る「
親
族

関
係
書
類
」と「
送
金
関
係
書
類
」

（
こ
れ
ら
の
書
類
が
外
国
語
で
あ

る
場
合
は
そ
の
翻
訳
文
を
含
む
）

を
提
出
ま
た
は
提
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
給
与
等
や
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
ま
た
は
給
与
等
の
年
末
調

整
の
際
に
、
源
泉
徴
収
義
務
者

に
提
出
ま
た
は
提
示
し
て
い
る

場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

金
融
所
得
課
税
の
一
体
化

　

税
負
担
に
左
右
さ
れ
ず
金
融
商

品
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
異
な
っ

て
い
た
公
社
債
等
と
株
式
等
の
課

税
方
式
が
同
一
化
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
公
社
債
等
の
利
子
や
売
却
に

よ
る
所
得
が
申
告
分
離
課
税
の
対

象
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
所
得
と

上
場
株
式
等
の
配
当（
申
告
分
離

課
税
を
選
択
し
た
も
の
に
限
る
）

お
よ
び
譲
渡
所
得
と
の
損
益
通
算

や
、
特
定
公
社
債
等
に
係
る
譲
渡

損
失
の
確
定
申
告
に
よ
る
3
年
間

の
繰
越
控
除
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
分
離
課
税
制
度
の
改
組

で
、
従
来
可
能
だ
っ
た
上
場
株
式

等
と
一
般
株
式
等（
非
上
場
株
式

等
）の
間
で
の
損
益
通
算
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

個
人
市
県
民
税
の
主
な
改
正
内
容

で
す
。

給
与
所
得
控
除
額
の
見
直
し

　

給
与
収
入
が
1
2
0
0
万
円
を

超
え
る
場
合
の
給
与
所
得
控
除
額

の
上
限
額
が
、2
3
0
万
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

○
各
種
控
除
に
必
要
な
証
明
書
類

■
次
の
方
は
、
直
接
豊
岡
税
務
署

へ
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
土
地
、
建
物
ま
た
は
株
式
等
の

譲
渡
所
得
の
あ
る
方

②
青
色
申
告
の
方

③
繰
越
損
失
の
あ
る
方

④
雑
損
控
除
の
あ
る
方

⑤
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
あ

る
方
で
初
年
度
の
方

⑥
消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告

《
問
合
せ
》
豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
第
1
部
門
☎
22
–
2
1
4
4（
所
得
税
確
定
申
告
）

　
　
　
　
　

市
役
所
税
務
課
☎
21
–
9
0
4
5（
市
県
民
税
申
告
）

《
問
合
せ
》
税
務
課
☎
21
–
9
0
4
5

※
①
〜
④
に
該
当
す
る
方
で
、
確

定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
な
場

合
は
除
き
ま
す
。

　

各
会
場
と
も
、
相
談
の
受
付
時

間
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
受
付

人
数
を
制
限
し
ま
す
。
所
得
税
の

確
定
申
告
はe

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

-T
ax

に
よ
り
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
告
相
談
の
日
程
や
会
場

な
ど
は
、
広
報
と
よ
お
か
2
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
告
期
間
は
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
準
備
は
お
早
め
に

個
人
住
民
税
の
主
な
改
正
内
容
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豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
は
、
年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

と
身
分
証
明
書
等
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
代
理
者
の
と
き
は
、
対

象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
他
、
委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
等
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
1
月
14
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
1
月
4
日（
水
）、
10
日（
火
）、

16
日（
月
）、
23
日（
月
）、
30

日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

●
年
金
予
約
相
談

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

・
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

　

市
民
課
☎
21

9
0
1
5
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

　

国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と

き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、

現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
る
仕
組

み
で
す
。具
体
的
に
は
、若
い
と
き

に
公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を

納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
取
っ

た
と
き
や
、
病
気
や
け
が
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

年
金
額
は
実
質
価
値
を
維
持
す

る
た
め
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
基
礎
年
金
の
半
分
は
国
庫
負

担（
税
金
）で
す
。
加
入
案
内
は
、

20
歳
の
誕
生
日
月
に
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
加
入
の
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

■
将
来
の
大
き
な
支
え

　

国
民
年
金
は
20
〜
60
歳
の
人
が

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度

で
す
。
国
が
運
営
す
る
た
め
、
年

金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保

障
さ
れ
ま
す
。

■
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
な
い

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
他
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障

害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
、
遺
族
年
金
は
、

加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の

加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
遺
族
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
毎
月
納

付
と
、
1
カ
月
分
、
6
カ
月
分
、

1
年
分
、
2
年
分
を
前
払
い
す
る

方
法（
前
納
）が
あ
り
ま
す
。
前
納

制
度
は
、
保
険
料
が
割
り
引
か
れ

て
お
得
で
す
。
口
座
振
替
に
よ
る

前
納
は
、
現
金
納
付
に
比
べ
割
引

額
が
多
く
な
り
ま
す
。

▼
前
納
の
申
込
方
法
・
期
限

○
現
金
…
申
込
み
不
要（
送
付　

さ
れ
る
納
付
書
で
支
払
い
）

○
口
座
振
替
…
口
座
振
替
を
希　

望
す
る
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た

は
豊
岡
年
金
事
務
所
で
、
2
月

28
日（
火
）ま
で
に
手
続
き
。
申

込
用
紙
は
、
市
役
所
本
庁
ま
た

は
各
振
興
局
の
年
金
窓
口
に
も

あ
り
ま
す
。

▼
前
納
の
支
払
期
日
・
方
法

○
現
金
…
4
月
上
旬
に
郵
送
さ　

れ
る
納
付
書
で
、
5
月
1
日

（
月
）ま
で
に
納
付

○
口
座
振
替
…
5
月
1
日（
月
）　

に
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
。
6
カ
月
前
納
の
方

の
2
回
目
の
振
替
日
は
、
10
月

31
日（
火
）で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
は
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
制
度

　

学
生
で
な
い
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険

料
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
と
な

り
ま
す
。

■
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
に
要
件
が
あ
り
、
添

付
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
市

民
課
か
各
振
興

局
市
民
福
祉
課
、

豊
岡
年
金
事
務

所
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

 

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

保
険
料
納
付
は

 

口
座
振
替
・
前
納
が
お
得

学
生
納
付
特
例
制
度
と

 

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

《前納による割引額》
納付方法 １カ月 ６カ月 １年分 ２年分

現金支払い（月々 ） 16,260円 97,560円 195,120円 393,000円

現金支払い（前納）
［割引額］ ̶ 96,770円

［790円］
191,660円
［3,460円］ ̶

口座振替（前納）
［割引額］

16,210円
［50円］※早割

96,450円
［1,110円］

191,030円
［4,090円］

377,310円
［15,690円］

※口座振替による毎月納付の早割は、随時受け付けています。
　（注）平成29年度の額は未定。平成28年度の保険料額を基にした目安額
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催
し

消
防
本
部
消
防
出
初
式

日
1
月
14
日
㊏
午
前
10
時
〜
所
消

防
本
部
内
第
1
部
：
式
典
▽
第
2

部
：
消
防
太
鼓
、
一
斉
放
水
問
消

防
本
部
☎
24
–
8
0
3
4

豊
岡
市
工
業
会『
新
春
交
流
会
』

日
1
月
26
日
㊍
午
後
3
時
〜
所
豊

日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

劇団｢演劇F
フ ァ ク ト リ ー
ACTORY｣旗揚げ公演　公開稽古

　2017年３月に旗揚げ公演を予定している創作演劇
『土の詩～時の記憶～』の公開稽古

１/９㊊㊗
14：00～

定30人（先着順）
申豊岡市民プラザに連絡

舞台を知ろう創ろう！裏方体験一日講座！
　劇場の舞台裏では裏方がどんなことをしているか、
１日かけて仕込みから本番までの仕事を実習。一つ
の舞台を創るための一連の流れを体験

１/22㊐
９：30～
 17：00

対高校生以上（高校生は保護者の同意が必要）
定10人
申氏名、年齢、住所、連絡先を応募用紙
に記入の上申込み

第144回サロンコンサート
　豊岡室内合奏団の管弦楽団による演奏。曲目は、モ
ーツァルト ディベルティメントK.137、千本桜　ほか

１/29㊐
12：30～

◆サロンコンサートの出演者を募集中

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　 F 32-3898　Ｍ info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

岩井秀人×森山未來×前野健太　コドモ発射プロジェクト
『なむはむだはむ』
　予測不能なコドモの閃

ひらめ
きを基に、大人たちが右往左往しな

がら演劇作品を仕上げるプロジェクト
①「音楽」ワークショップ（前野健太）②「物語」ワークショップ
（岩井秀人・森山未來）③成果発表上演＆トーク

①１/９㊊
　14：00～
②１/14㊏
　14：00～
③１/21㊏
　14：00～

対①②のみ小学生
定①②のみ15人
申代表者氏名、人数、連絡先を連絡
◆一時保育＝③１/13㊎までに電
話（対象：１歳６カ月～就学前）

横浜ダンスコレクション高橋萌登×ユン・ボラム
『C

コ イ ン シ ダ ン ス
oincidance i

イン
n B

ビ ト ウ ィ ー ン
etween』公開リハーサル

　韓国ソウルダンスコレクション受賞のユン・ボラムさんと
横浜ダンスコレクションより選出の高橋萌

も

登
と

さんによる新作
ダンス作品。横浜での公演に先駆けての公開リハーサル

１/28㊏
17：00～

申代表者氏名、人数、連絡先を連絡
◆一時保育＝１/20㊎までに電話
（対象：１歳６カ月～就学前）

市民会館・出石文化会館予約方法の変更
■変更内容 （平成29年１月から）
□予約方法：先着順から抽選へ（受付時間：文化ホールは12カ月
前・会議室等は６カ月前の初日の午前８時30分～９時）
□優先順位：催事規模などで順位を決める。同規模の場合抽選
　（抽選時間：午前９時）
□その他：電話予約の場
合は午後１時から受付

問市民会館☎23-0255
　出石文化会館☎52-6222

優先順位 市民会館 出石文化会館
１位 全館 全館
２位 ホールと一部会議室 大ホールと一部施設
３位 ホールのみ 大ホールのみ
４位 会議室 大ホール以外の施設
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ふ
る
さ
と
若
者
就
職
フ
ェ
ア

日
1
月
27
日
㊎
午
後
2
時
〜
4
時

所
じ
ば
さ
んT

A
JIM
A

内
就
職

面
接
会
対
平
成
29
年
3
月
大
学
等

卒
業
予
定
者
、
既
卒
3
年
以
内
の

大
学
等
卒
業
者
を
含
む
35
歳
未
満

の
求
職
者
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

☎
23
–
3
1
0
1

あ
い
う
え
お
茶
会

日
1
月
8
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
あ
い
う
え
お
事
務
所

（
昭
和
町
）内
お
正
月
遊
び
、
書
初

め
￥
2
0
0
円
問
に
ほ
ん
ご
豊
岡

あ
い
う
え
お
☎
20
–
4
0
3
7

第
51
回
但
馬
歴
史
講
演
会

日
1
月
22
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
20
分
所
日
高
地
区
公
民
館
内

「
養
父
神
社
の
お
走
り
祭
り
と
竹
田

城
主
太
田
垣
氏
の
外げ

護ご

」講
師
：
但

馬
史
研
究
会
会
長
・
宿
南　

保
さ

ん
対
県
民
1
0
0
人
申
1
月
13
日

㊎
ま
で
に
問
に
申
込
書
を
提
出
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
話
問
但
馬
ふ

る
さ
と
芸
術
文
化
振
興
事
業
実
行

委
員
会（
但
馬
文
教
府
内
）☎
22
–

4
4
0
7
Ｆ
23
–
0
9
9
8

募
集

城
崎
温
泉
区
営
浴
場（
外
湯
）

 

業
務
受
託
者

内
外
湯
接
客
や
管
理
業
務
な
ど
対

67
歳
ま
で
の
健
康
な
方
定
1
組

（
男
女
各
1
人
の
2
人
1
組
）◆
委

託
料
＝
月
額
約
50
万
円
▽
委
託
予

定
＝
4
月
か
ら
3
年
間
申
1
月
5

日
㊍
〜
20
日
㊎
に
城
崎
温
泉
課
に

あ
る
応
募
用
紙
を
問
に
提
出
問
城

崎
温
泉
課
☎
21
–
9 

0
7
0

バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
ピ
ア
ノ

 

コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者

日
2
月
12
日
㊐
午
前
の
部
：
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
の
部
：
午
後

1
時
30
分
〜
3
時
30
分
所
市
民
会

館
対
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
を
弾
き
た
い
方
。
経
験
・
年

齢
・
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
▽
演
奏
条

件
＝
音
響
反
射
板
を
使
用
し
た
生

演
奏
定
①
高
校
生
以
下
20
人（
組
）

②
一
般
10
人（
組
）￥
①
1
人
・
5

分
以
内
千
円
、10
分
以
内
二
千
円

②
1
人
・
10
分
以
内
二
千
円（
1
組

の
場
合
は
2
人
分
必
要
）申
1
月

25
日
㊌
ま
で
に
問
に
演
奏
者
氏
名
、

年
齢
、保
護
者
氏
名
、郵
便
番
号
・

住
所
、連
絡
先
携
帯
番
号
、演
奏
曲

目
・
曲
番
号
、作
曲
者
氏
名
、演
奏

時
間
、
演
奏
へ
の
想
い（
50
字
以

内
）を
は
が
き
に
記
入
の
上
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
問
市
民
会
館
☎

23
–
0
2
5
5
Ｆ
24
–
0
9
5
2

豊
岡
Ｕ
タ
ー
ン
企
業
研
究
会
＆

 

交
流
会
出
展
企
業

日
2
月
11
日
㊏
午
後
2
時
〜
4
時

30
分（
企
業
研
究
会
）、
午
後
5
時

〜
7
時（
交
流
会
）所
グ
ラ
ン
フ
ロ

ン
ト
大
阪
コ
ン
グ
レ
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か
内
豊
岡
に
U

タ
ー
ン
就
職
希
望
の
大
学
生
等
と

の
企
業
研
究
会
・
交
流
会
対
市
内

に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る

企
業
等
定
30
社
￥
出
展
料
1
万
円

申
1
月
6
日
㊎
ま
で
に
、
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
）を
問
に
メ
ー
ル
、フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
持
参
問
大
交
流
課
☎
21
–

9
0
0
8
Ｆ
22
–
3
8
7
2
Ｍ

Job-navi@
city.toyooka.lg.jp

岡
稽
古
堂
内
特
別
講
演「
企
業
の

盛
衰　

先
人
に
学
ぶ
」講
師
：
兵

庫
工
業
会
会
長
・
大
西
功
一
さ
ん

▽
豊
岡
市
工
業
会
活
動
報
告
▽
懇

親
会
￥
懇
親
会
は
4
千
円
申
1
月

19
日
㊍
ま
で
に
問
に
電
話
問
豊
岡

市
工
業
会
事
務
局（
エ
コ
バ
レ
ー

推
進
課
内
）☎
21
–
9
0
2
4

『
人
権
音
楽
と
お
話
の
つ
ど
い
』

日
1
月
29
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
っ
と

ス
テ
ー
ジ
内
ギ
タ
ー
と
童
謡
を
楽

し
み
な
が
ら
、
親
と
子
の
幸
せ
を

考
え
る
。
講
師
：
兵
庫
県
人
権
啓

発
協
会
・
高
田
光
裕
さ
ん
他
一
時

保
育
＝
1
歳
〜
就
学
前（
1
月
13

日
㊎
ま
で
に
申
込
み
）問
生
涯
学

習
課
☎
23
–
0
3
4
1

■掲載物　足ナビ（Ｂ５、全36ページ）
※市内の公共交通情報を１冊にまと
めた冊子です。
■広告サイズ　縦３㎝＊横８㎝
■募集枠数　20枠
■広告料　１枠２万円
■掲載位置　中面
■配布先　市内全戸、地区公民館等
■配布期間　４月１日㊏～
　　　　　　平成30年３月31日㊏
■申込み　１月20日㊎までに問に電

話（募集枠数を超えた場合
は抽選）

問都市整備課☎23-1712

公共交通情報誌「足ナビ」
有料広告募集
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生
き
が
い
創
造
学
院
学
院
生

内
月
4
回
：
陶
芸
、
木
彫
▽
月
2

回
：
盆
栽
、
麦
わ
ら
細
工
、
書
道
、

表
具
、
俳
句
、
短
歌
、
編
み
物
、

囲
碁
、
写
真
、
パ
ソ
コ
ン
、
カ
ラ

オ
ケ
、
ダ
ン
ス
、
民
謡
、
絵
画
申

3
月
9
日
㊍
ま
で
に
問
に
連
絡
※

中
途
入
学
可
問
但
馬
高
齢
者
生
き

が
い
創
造
学
院
☎
23
–
9
6
1
5

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

①
第
43
回
イ
ベ
ン
ト

『B

ブ

ラ

キ

テ

LA
-KI-TE

恋

Love

』

日
1
月
15
日
㊐
男
性
：
午
前
10
時

15
分
、
女
性
：
午
前
10
時
45
分
所

B

ブ

ラ

キ

テ

LA
-K
I-T
E

（
三
坂
町
）内
ラ
ン

チ
で
交
流
￥
男
性
3
千
円
、
女
性

2
千
円

②
第
44
回
イ
ベ
ン
ト

『S

ス

ノ

ー

now
*

・l

ラ

ブ

ove*

・g

ゴ
ー
ル
ド

old*

・k

キ
ッ
ス

iss

』

日
1
月
28
日
㊏
男
性
：
午
後
5

時
15
分
、
女
性
：
午
後
5
時
45

分
所
タ
ベ
ル
ナ　

サ
ク
ハ
タ（
日

高
町
岩
中
）￥
男
性
4
千
円
、
女

性
2
千
円【
共
通
事
項
】対
20
〜
40

歳
の
独
身
男
女
※
男
性
は
本
市
在

住
ま
た
は
在
勤
の
方
定
男
女
各
12

人
持
本
人
確
認
書
申
①
は
1
月
9

日
㊊
、
②
は
1
月
23
日
㊊
ま
で
に

参
加
イ
ベ
ン
ト
名
、
氏
名
、
携
帯

電
話
番
号
、
住
所
、
生
年
月
日

を
問
に
連
絡
問
豊
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
☎
23
–

2
5
7
3
Ｍheart-p@

toyooka-
w
el.jp

Ｈ
あ
り

県
立
大
学
大
学
院

大
学
体
験
レ
ク
チ
ャ
ー
参
加
者

日
1
月
22
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
県
立
大
学
豊
岡
ジ
オ
・
コ

ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス（
祥
雲
寺
）

内
研
究
科
の
概
要
、
地
域
資
源
に

関
す
る
大
学
院
模
擬
講
義
、教
員
・

在
校
生
と
の
懇
談
な
ど

県
立
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
研
究
科
入
学
者

対
博
士
前
期
課
程（
C
日
程
）：
大

学
卒
業
者（
見
込
み
可
）も
し
く
は

同
等
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
社
会
人
経
験
者
や
留
学
生
▽
博

士
後
期
課
程（
第
2
回
）：
修
士
課

程
を
修
了
も
し
く
は
同
等
の
学
力

の
あ
る
方
定
博
士
前
期
課
程
12
人

（
A
・
B
日
程
を
含
む
）▽
博
士
後

期
課
程
2
人（
第
1
回
を
含
む
）◆

試
験
日
＝
3
月
5
日
㊐
申
2
月
10

日
㊎
〜
21
日
㊋
に
問
に
電
話【
共

通
事
項
】問
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ

ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
課
☎
34
–

6
0
7
9

放
送
大
学
か
ら

4
月
入
学
生
募
集

内
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ

て
学
ぶ
申
〜
2
月
28
日
㊋
ま
た
は

3
月
1
日
㊌
〜
20
日
㊊
に
必
要
書

類
を
大
学
本
部（
千
葉
市
美
浜
区

若
葉
2
–
11
）に
提
出

大
学
説
明
会
・
入
学
相
談
会

日
2
月
5
日
㊐
午
後
1
時
〜
4
時

所
市
民
会
館
他
放
送
大
学
鳥
取
学

習
セ
ン
タ
ー
で
は
施
設
見
学
・
体

験
入
学
も
可【
共
通
事
項
】問
放

送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

0
8
5
7
–
37
–
2
3
5
1

休
日
急
病
診
療
所
医
療
事
務
員

◆
募
集
職
種・人
数
＝
医
療
事
務
・

1
人
対
昭
和
36
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
、医
療
事
務
経
験
者（
他

の
医
療
機
関
と
の
兼
務
可
）◆
試

験
日
＝
後
日
連
絡
◆
採
用
予
定
日

＝
2
月
1
日
㊌
申
1
月
17
日
㊋
ま

で
に
健
康
増
進
課
に
あ
る
申
込
書

を
問
に
提
出
問
健
康
増
進
課
☎
24

–
1
1
2
7

と
よ
お
か
福
祉
会
正
規
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
正
規
職
員

（
支
援
員
）・
若
干
名
対
次
の
条
件

を
全
て
満
た
す
方
◆
昭
和
46
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
高
校
卒

業（
卒
業
見
込
み
）◆
普
通
自
動
車

運
転
免
許
取
得
◆
パ
ソ
コ
ン
で
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
が
使
え
る
他
採

用
予
定
日
＝
4
月
1
日
㊏
◆
試
験

■募集期間　１月６日㊎～19日㊍
■資料・豊岡市地域福祉計画（案）
　　　・豊岡市障害者計画（案）
■資料閲覧方法
　・市ホームページ
　・社会福祉課と各振興局市民福祉課
　　（平日８：30～17：15）
　　【地域福祉計画のみ】
　・社会福祉協議会本所および各地区セン
ター（平日８：30～17：30）

■その他
　提出された意見を取りまとめ意見の概要
とその意見に対する考えをホームページで
公表します。
■提出方法　問へ郵送、ファクス、または
メール
問社会福祉課☎24-7033Ｆ24-4516
Ｍ shakaifukushi@city.toyooka.lg.jp

豊岡市地域福祉・障害者
計画（案）への意見募集
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8
6
8
8

社
会
福
祉
法
人
豊
友
会
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
①
常
勤
保

育
士
②
児
童
指
導
員
対
保
育
士
資

格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
所
持

者（
見
込
み
可
）◆
採
用
予
定
日
＝

4
月
1
日
㊏
◆
勤
務
先
＝
①
チ
ャ

イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園
ま
た
は
テ

ラ
ス
ハ
ウ
ス
保
育
園
②
キ
ッ
ズ
ガ

ー
デ
ン
◆
試
験
日
＝
1
月
29
日
㊐

◆
試
験
場
所
＝
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
保

育
園
申
1
月
25
日
㊌
ま
で
に
必
要

書
類
を
問
に
持
参
ま
た
は
郵
送
問

豊
友
会
法
人
☎
22
–
0
7
5
5

蓼
川
福
祉
会
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
①
常
勤
保

育
教
諭
・
4
人
②
常
勤
調
理
師
・

1
人
対
①
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼

稚
園
教
諭
免
許
所
持
者
②
調
理
師

免
許
所
持
者（
い
ず
れ
も
見
込
み

可
）他
採
用
予
定
日
＝
4
月
1
日

㊏
◆
試
験
日
＝
1
月
15
日
㊐
◆
試

験
場
所
＝
蓼
川
保
育
園
申
1
月
10

日
㊋
ま
で
に
履
歴
書（
自
署
）を
問

に
持
参
ま
た
は
郵
送
問
蓼
川
保
育

園
☎
42
–
0
1
6
9

市
民
ス
キ
ー
大
会
参
加
者

日
2
月
5
日
㊐
午
前
9
時
〜
所
万

場
ス
キ
ー
場
◆
競
技
種
目
＝
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム（
大
回
転
）

対
市
内
在
住
、
在
学
、
ま
た
は
在

勤
の
方
￥
小
・
中
学
生
5
0
0
円
、

高
校
生
以
上
千
円
申
1
月
26
日
㊍

ま
で
に
問
に
電
話
問
日
高
町
体
育

協
会
☎
44
–
0
4
4
0（
㊌
定
休
）

教
室
・
講
座

ス
キ
ー
教
室
・
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト

日
2
月
18
日
㊏
・
19
日
㊐
所
万
場

ス
キ
ー
場
※
集
合
は
18
日
㊏
午
前

8
時
20
分
じ
ば
さ
んT

A
JIM
A

内

①
検
定
コ
ー
ス
：
事
前
講
習
、実

技
テ
ス
ト
②
一
般
コ
ー
ス
：
終
日

ス
キ
ー
教
室（
一
日
で
も
参
加
可
）

￥
①
1
日
4
千
円
②
1
日
3
千
円

※
検
定
代
、
交
通
費
、
リ
フ
ト
券

代
、
ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル
代
は
別
途

必
要
申
2
月
8
日
㊌
ま
で
に
ア
ク

テ
ィ
、
全
但
ス
ポ
ー
ツ
、
オ
カ
ダ

ス
ポ
ー
ツ
、
ま
た
は
マ
ル
マ
ツ
ス

ポ
ー
ツ
に
あ
る
申
込
用
紙
を
提

出
問
豊
岡
ス
キ
ー
協
会
・
今
井

さ
ん
☎
0
8
0
–
1
5
0
3
–

7
7
0
9

日
＝
2
月
5
日
㊐
◆
試
験
場
所
＝

五
荘
地
区
公
民
館
申
1
月
31
日
㊋

ま
で
に
申
込
書
を
問
に
持
参
ま
た

は
郵
送
問
と
よ
お
か
福
祉
会
☎
24

–
8
6
5
5

神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
①
理
学
療

法
士
②
作
業
療
法
士
③
相
談
員
・

い
ず
れ
も
若
干
名
◆
勤
務
地
＝
北

但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー
◆
試
験
日

＝
個
別
に
連
絡
申
問
に
連
絡
問
北

但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー
☎
22
–

平
成
28
年
度
兵
庫
県
統
計
功

労
者
表
彰
式

■
総
務
大
臣
表
彰

▽
佐
々
木
美
惠
子（
正
法
寺
）

▽
森
　
道
春（
但
東
町
薬
王
寺
）

▽
前
野
　
都（
加
広
町
）

■
経
済
産
業
大
臣
表
彰

▽
片
桐
益
美（
下
陰
）

■
兵
庫
県
知
事
表
彰

▽
中
井
博
文（
城
崎
町
来
日
）

■
兵
庫
県
知
事
感
謝

▽
小
田
垣
　
修（
日
高
町
国
分
寺
）

▽
角
岡
充
國（
出
石
町
本
町
）

兵
庫
県
知
事
表
彰（
消
防
功
労
）

■
表
彰
状（
一
年
間
無
火
災
）

▽
豊
岡
市
竹
野
消
防
団

■
功
労
章

▽
細
川
　
晋（
但
東
町
唐
川
）

▽
田
中
　
護（
城
崎
町
上
山
）

▽
西
原
廣
見（
九
日
市
下
町
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
前
野
文
孝（
日
高
町
夏
栗
）

▽
上
倉
敬
一（
日
高
町
西
芝
）

▽
坪
井
剛
志（
出
石
町
町
分
）

▽
細
口
寛
恭（
城
崎
町
湯
島
）

▽
井
本
宏
之（
出
石
町
三
木
）

▽
三
輪
博
一（
竹
野
町
桑
野
本
）

▽
田
中
千
晴（
出
石
町
奥
小
野
）

▽
川
﨑
　
隆（
出
石
町
荒
木
）

▽
中
島
和
也（
日
高
町
稲
葉
）

▽
中
西
芳
文（
出
石
町
安
良
）

▽
大
井
広
光（
竹
野
町
須
谷
）

▽
小
林
太
郎（
日
高
町
日
置
）

▽
小
山
欽
哉（
但
東
町
畑
）

兵
庫
県
自
治
賞

■
ま
ち
づ
く
り
功
労

▽
青
木
　
隆

母
子
保
健
功
労
者
表
彰

■
全
国
表
彰

▽
竹
野
愛
育
班
　

　
　
吉
田
富
子（
竹
野
町
竹
野
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）
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聞
こ
え
の
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

日
2
月
11
日
〜
3
月
4
日
の
㊏

（
全
4
回
）午
後
1
時
30
分
〜
3
時

45
分
所
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
一
会
議
室
内
要
約
筆
記
、
難

聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
基
礎
知

識
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

（
高
校
生
以
上
）の
方
定
10
人
申
1

月
20
日
㊎
ま
で
に
申
込
書
を
問

に
提
出
問
社
会
福
祉
課
☎
24
–

7
0
3
3
Ｆ
24
–
4
5
1
6

普
通
救
命
講
習

日
1
月
28
日
㊏
午
前
9
時
〜
正
午

所
竹
野
庁
舎
大
会
議
室
内
成
人
に

対
す
る
心
肺
蘇
生
法
▽
A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用

方
法
▽
大
出
血
時
の
止
血
法
▽
窒

息
時
の
処
置
定
30
人
申
1
月
23
日

㊊
ま
で
に
豊
岡
消
防
署
等
に
あ
る

申
込
用
紙（
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）を
問
に
提
出
問
豊
岡

消
防
署
救
急
係
☎
24
–
8
0
3
8

相
談

こ
こ
ろ
の
相
談
室

日
1
月
20
日
㊎
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
※
1
人
1
時
間
程
度
所
立
野

庁
舎
内「
気
持
ち
が
落
ち
込
む
」

「
対
人
関
係
で
悩
ん
で
い
る
」な
ど
、

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
市
の
臨
床
心
理

士
や
保
健
師
に
相
談
※
事
前
申
込

み
必
要
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
対

本
人
や
家
族
な
ど
申
問
健
康
増
進

課
☎
24
–
1
1
2
7

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

日
2
月
15
日
㊌
①
午
後
1
時
〜
②

午
後
2
時
〜
③
午
後
3
時
〜
所
市

民
会
館
第
一
会
議
室
内
個
別
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ（
1
人
50
分
限
度
）対

再
就
職
や
新
た
に
起
業
し
た
い
方

な
ど
女
性
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

の
個
別
相
談
会
◆
相
談
員
＝
2
級

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

技
能
士
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
2

級
・
福
田
真
弓
さ
ん
定
3
人（
各

時
間
帯
1
人
）申
1
月
5
日
㊍
〜

氏
名
、
連
絡
先
、
希
望
の
時
間
帯
、

お
よ
び
一
時
保
育（
原
則
、
1
歳

以
上
の
幼
児
・
無
料
）の
有
無
を

問
に
電
話
問
生
涯
学
習
課
☎
23
–

0
3
4
1

司
法
書
士
に
よ
る

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
1
月
21
日
㊏
午
後
1
時
〜
8
時

※
予
約
制（
2
日
前
の
午
後
5
時

ま
で
）所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市
民

活
動
室
A
内
相
続
・
登
記
・
多
重

債
務
・
消
費
者
・
成
年
後
見
な
ど

の
相
談
申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会

但
馬
支
部
☎
23
–
8
0
1
1

行
政
書
士
に
よ
る

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
1
月
21
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
じ
ば
さ
んT
A
JIM
A

内

遺
言
・
相
続
の
相
談
申
問
兵
庫
県

行
政
書
士
会
但
馬
支
部
☎
0
7
9

–
6
6
2
–
6
5
6
9

そ
の
他

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
電
子
証
明
書

　

平
成
27
年
12
月
22
日
で
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
更

新
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
、
平
成
28

年
1
月
か
ら
電
子
証
明
書
が
標
準

搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
は

交
付
申
請
か
ら
1
カ
月
程
度
か
か

り
ま
す
。
確
定
申
告
等
で
電
子
証

明
書
が
必
要
な
方
は
、
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
21
–
9
0
1
5

水
道
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
除
雪

　

凍
結
等
で
水
道
管
が
破
裂
し
た

時
に
水
を
止
め
る
た
め
や
検
針
の

た
め
、
降
雪
時
は
、
水
道
メ
ー
タ

ー
と
周
辺
の
除
雪
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
水
道
課
☎
22
–
5
3
7
7

地
籍
調
査
成
果
の
登
記
完
了

　

次
の
区
域
が
、
地
籍
調
査
成
果

に
基
づ
く
登
記
の
書
き
換
え
を
完

了
し
ま
し
た
。

所
竹
野
町
森
本
、
古ふ
る

川か
わ

、
ユ
リ
山や
ま

、

苗な
え

原ば
ら

、
森も
り

本も
と

、
下し
も

梅う
め

田だ

、
上か
み

梅う
め

田だ

（
太
字
は
大
字
名
）問
地
籍
調
査
課

☎
21
–
9
0
6
4

自
画
撮
り
被
害
が
急
増
中

　

相
手
に
嫌
わ
れ
た
く
な
い
、
関

心
を
向
け
さ
せ
た
い
な
ど
の
理
由

で
、
要
求
さ
れ
て
裸
の
写
真
を
送

っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
写
真
デ
ー
タ
が
一

度
で
も
ネ
ッ
ト
に
流
出
す
る
と
、

全
て
の
写
真
を
削
除
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。「
自
分
の
裸
の
写
真
を

撮
ら
な
い
、
送
ら
な
い
」こ
と
を

家
族
の
中
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
早

め
に
近
く
の
警
察
署
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
問
青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
24
–
6
6
6
6

平
成
29
年
度
社
会
体
育
施
設

使
用
希
望
調
査

◆
対
象
期
間
＝
4
月
1
日
〜
平
成

30
年
3
月
31
日
◆
対
象
施
設
＝
体

育
館
：
総
合
体
育
館
、
市
民
体
育

館
、日
高
文
化
体
育
館
▽
野
球
場
：
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こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
、
植
村

直
己
記
念
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
出
石

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
▽
そ
の

他
：
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
陸
上
競
技
場
、
円
山
川
運
動
公

園
、
神
美
台
ス
ポ
ー
ツ
公
園
申
1

月
13
日
㊎
ま
で
に
各
施
設
や
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
に
あ
る
所
定
の
用
紙

を
問
に
持
参
ま
た
は
郵
送
他
使
用

申
込
み
は
、
㊏
㊐
㊗
等
に
行
う
大

会
、
行
事
な
ど
▽
希
望
者
が
重
複

す
る
場
合
は
、
各
代
表
者
に
よ
る

調
整
会
議（
2
月
予
定
）で
調
整
。

①
市
の
行
事
②
そ
の
他
一
般
の
行

事
③
営
利
目
的
行
事
│
の
順
に
優

先
▽
施
設
に
よ
り
使
用
で
き
な
い

期
間
あ
り
問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎

21
–
9
0
2
3

確
定
申
告
等
に
つ
い
て

申
告
書
の
作
成

　

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

作
成
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
パ
ソ

コ
ン
で
利
用
可
能
なe-T

ax

で
の

送
信
な
ど
、
一
部
機
能
が
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
申
告
書
を
印
刷
し
郵

送
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
問

e-T
ax

・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
☎
0
5
7
0
–
01
–

5
9
0
1（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

公
的
年
金
等
受
給
し
て
い
る
方

　

次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す

る
場
合
は
、
所
得
税
と
復
興
特
別

所
得
税
の
確
定
申
告（
提
出
・
納

税
）が
不
要
で
す（
た
だ
し
還
付
を

受
け
る
方
は
、
確
定
申
告
書
の
提

出
が
必
要
）。

①
公
的
年
金
等
の
収
入
額
の
合
計

金
額
が
4
0
0
万
円
以
下
②
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下

　

ま
た
、
確
定
申
告
が
不
要
で
も
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
問
豊
岡
税
務
署
個
人

課
税
第
1
部
門
☎
22
–
2
1
4
4

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大
等

　

1
月
1
日
か
ら
65
歳
以
上
の
方

も
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
65
歳
以
上

の
方
も
要
件
を
満
た
せ
ば
育
児
休

業
・
介
護
休
業
給
付
金
、
教
育
訓

練
給
付
金
等
の
各
種
給
付
金
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
育
児
休

業
・
介
護
休
業
給
付
金
の
要
件
も

見
直
さ
れ
ま
す
。
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
豊
岡
☎
23
–
3
1
0
1

兵
庫
県
最
低
賃
金
改
正

　

平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
時
間

額
8
1
9
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
問
但
馬
労
働
基
準
監

督
署
☎
22
–
5
1
4
5
ま
た
は
兵

庫
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
☎

0
7
8
–
3
6
7
–
9
1
5
4

但
馬
空
港
の
飛
行
経
路
の
変
更

　

平
成
28
年
12
月
8
日
㊍
か
ら
航

空
局
基
準
の
見
直
し
に
伴
い
、
定

期
便
出
発
時
の
急
旋
回
が
緩
和
さ

れ
る
な
ど
、
飛
行
経
路
が
一
部
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
兵
庫
県
空

港
政
策
課
☎
0
7
8
–
3
6
2
–

3
5
6
1
ま
た
は
都
市
整
備
課
☎

23
–
1
7
1
2

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
–
6
1
1
1

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
1
2
0
–
9
7
9
–
4
5
1

通
話
料
無
料

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会
☎
0
7
8

–
3
9
3
–
1
8
0
3

月日 担当医師・
住所

１
月

22日 赤松　亮
（九日市下町）

29日 中沢　洋
（出石町本町）

※診療時間は、午前９時～午
後５時

１月のテーマ
曜日 内　　容

月 高齢者肥満に対する減量の
すすめ

火 オーラルフレイル
水 近頃行われている痔核治療
木 乳がんの早期発見・早期治療
金～日 若い人の薄毛
※６日㊎から放送再開

 １月の納税
①市県民税（普通徴収）　第４期
②国民健康保険税（普通徴収）　第７期

納期限　１月31日（火）
納税は便利な口座振替を利用してくだ
さい
問税務課☎23-1118または各振興局市
民福祉課
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母と子の健康

2
４か月児健康診査 ※対象となる生年月日を

　確認してください。　　
地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

３ 金 13：00～14：00 平成28年９月21日 ～10月３日生

日高 １ 水 13：00～13：30 平成28年９月12日 ～10月１日生
出石
但東 21 火 13：00～13：15 平成28年９月18日 ～10月21日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談

７か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

13 月 13：00～14：00 平成28年６月24日～７月12日生

日高 １ 水 13：15～13：45 平成28年６月12日～７月１日生
出石
但東 21 火 13：15～13：30 平成28年６月18日～７月21日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健

康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳

食の試食、相談・歯科相談・ブックス
タート（絵本の読み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 
※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

７
火 13：00～14：00

平成27年７月10日
 ～27日生

28 平成27年７月28日
 ～８月11日生

出石
但東 １ 水 13：00～13：30 平成27年６・７月生

◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ
オル・健康診査アンケート

◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児
相談・歯科相談・フッ素塗布（希望者
500円）など

3歳児健康診査 ※個別に通知します。
地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

14 火 13：00～13：40 平成25年11月１日 ～21日生

日高 15 水 13：00～13：30 平成25年11月11日 ～12月31日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・視聴覚アンケート・

尿・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・

育児相談・歯科相談・幼児食試食、栄養
相談など

月の保健行事

保健師　定期駐在日
ご案内

（時間８：30～17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
誰でも、気軽に相談
してください。
※相談は、事前に健
康増進課に連絡し
てください。

健康
増進課
☎24-1127

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容

全域 ３、17 金 9：00～11：00 妊娠届を提出する方 母子手帳交付、保健師・栄養士・歯科衛
生士の相談、妊婦健診助成の手続きなど

◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容

全域 16 木 13：00～13：15 平成28年１月生
幼児食の話・試食・歯みがきの話・
栄養相談（希望者）・歯科相談（希
望者）※計測は実施しません。

◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康・環境ポイント制度対象事業　100ポイント

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。な
お、別の会場で受診を希望する場合は､事前に健康増進課まで連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東
教　室 にこにこ教室（２歳児）

豊岡市保健センター
（立野町12－12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
891－2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
1302）

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

にこにこ教室（２歳児育児教室）
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
豊岡
城崎
竹野

23 木 13：00～13：30 平成26年10月13日 ～11月25日生 身体計測・歯科診察・フッ素塗布（希望者500円）・歯科相
談・育児相談など

日高 ８ 水 13：00～13：15 平成26年10、12月生
◇持ち物　母子手帳・タオル・歯ブラシ・相談票　◇健康･環境ポイント制度対象事業　100ポイント
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献　　血
毎週火曜日は歩キングデー コーちゃん

相　　談
名　　称 曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 22-9

きゅうきゅうはは

988
兵庫県 小児救急医療電話相談 平日・土 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　♯

シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話  078-304-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 9：00～24：00

会　場 開催日 時間
ウェルストーク
豊岡 ５日（日）10：00～20：00（受付：19：00まで）１時間程度
◇内容　ボディースキャン、体力測定、個別運動指導
◇対象　20歳以上の市民　◇費用　無料
◇申込み　ウェルストーク豊岡 ☎24-0582 ※要予約
◇健康・環境ポイント制度対象事業　100ポイント/日

個別運動相談

休日急病診療所 （立野町12-12）

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
５日（日）、11日（土・
祝）、12日（日）、19
日（日）、26日（日）

①９：30～11：30
②13：00～16：30 内科・小児科 23-9219

オーちゃん

地域 日 曜日 受付時間 会　場

豊岡
１ 水

９：00～11：30 奈佐地区公民館
13：30～16：00 立野庁舎

17 金
９：30～11：45 五荘地区公民館

大浜分館13：00～15：30

日高 20 月
９：30～11：30 日高健康福祉センター
13：30～16：00 日高医療センター

◇健康・環境ポイント制度対象事業　500ポイント/回
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更年期～ズ　プラス　マイちゃん
3,095,990歩

๚ࣔ๚ࣔ

◆日時　１月17日（第１回目）・31日、２月
７・28日の火曜日（全４回）午前10
時～午後０時30分

　　　　（第１回目は講話のみで、午前10時
～11時30分）

◆場所　ウェルストーク豊岡　１階　調理
実習室

◆内容　健康講話・調理実習
◆対象　血圧が高めで気になる方やその家族
　　　　（おおむね20～74歳の方）
◆参加費　600円（４回分）
◆定員　20人
◆申込期間　１月４日（水）～13日（金）
《申込み・問合せ》健康増進課☎24-7034

最終結果
順位 チーム名（総歩数） 事業所名・職場名

優勝 更年期～ズ　プラス　マイちゃん（3,095,990歩） 川端整形外科医院

準優勝 そば屋でＧＯ！（3,053,267歩） 床瀬そば
３位 豊岡消防駅伝部（2,924,547歩） 豊岡市消防本部

４位 チームＫＩＮＯコミュ（2,374,797歩）
城崎地域コミュニ
ティ

５位 税理士法人Ｔ－ＧＡＩＡ（2,334,924歩）
税理士法人
Ｔ－ＧＡＩＡ

※全部で19チームの皆さんが参加しました！

スマートクッキング教室
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1月の行事予定1月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 日 休館日
2 月 休館日
3 火 休館日

4 水 10：30 竹野 休館日（図書整理日）にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼

5 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

6 金

7 土
10：30 竹野 テーマであそぼ｢ゆきの日のおはなし｣（工作：スノー･ドーム）　幼 児

10：30 但東 おはなしのもり（工作：かざぐるま）　幼 児

8 日
9 月 休館日
10 火 休館日
11 水 10：30 本館 いっしょにおはなし会　幼

12 木 10：30 出石 おはなしを楽しむ会　般

13 金 10：30 本館 としょかん映画会｢黄金花　秘すれば花、死すれば蝶｣（2009年･79分）　般

14 土

10：30 城崎 おはなしランド（工作：おにのまめ入れ）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30 本館 としょかん映画会｢黄金花　秘すれば花、死すれば蝶｣（2009年･79分）　般

14：00 竹野 新春かるた大会（竹野地区公民館）　幼 児 般

15 日
16 月 城崎･竹野分館特別図書整理日（～18日休館）
17 火 休館日

18 水
９：30 豊岡 おはなしのゆりかご（市民プラザほっとステージ）　乳

10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

19 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳 幼

20 金
21 土 10：10 本館 土曜としょかん（工作：おにのおめん）　幼 児

22 日 14：00 出石 出石としょかん・くらぶ　児

23 月 日高分館特別図書整理日（～25日休館）
24 火 休館日

25 水
10：30 本館 いっしょにおはなし会　幼

10：30 城崎 ボランティア研修会（絵本の森）　般

26 木
10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

27 金 10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

28 土
10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　幼

29 日
30 月 休館日（図書整理日）
31 火 休館日

図書館へ行こう！
本館　☎23-6151
（京町５-28）
城崎　☎21-9072
（城崎庁舎２階）
竹野　☎21-9078
（竹野庁舎３階）
日高　☎21-9060
（日高庁舎１階）
出石　☎21-9010
（出石庁舎１階）
但東　☎21-9036
（但東市民センター１階）

■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http://lib.city.toyooka.lg.jp　　　メールtoyolib@city.toyooka.lg.jp
■開館時間　午前10時～午後６時　※本館（金・土）午前10時～午後７時

竹野分館
第11回新春かるた大会
日時　１月14日（土）午後２時～
場所　竹野地区公民館多目的ホ

ール（竹野庁舎　２階）
内容　第一部　かるた大会
　　　第二部　百人一首大会
対象　第一部　幼稚園以上
　　　第二部　小学生以上
申込期限　１月11日（水）
《申込み問合せ》図書館竹野分

　　　　　館☎21-9078

特別図書整理による休館について
　蔵書点検や書棚整理などの館
内整備を行うため、次のとおり
休館します。

城崎分館 １月16日（月）
 ～18日（水）

竹野分館 １月16日（月）
 ～18日（水）

日高分館 １月23日（月）
 ～25日（水）

本館 ２月６日（月）
 ～12日（日）

出石分館 ２月13日（月）
 ～15日（水）

但東分館 ２月20日（月）
 ～22日（水）

　期間中の図書返却は、ブック
ポストまたは整理期間外の図書
館を利用してください。

《問合せ》図書館本館
　　　　　☎23-6151
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子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援するためのいろいろな活動をしています。
下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。
※持ち物の表示がないものは申込時に確認してください。

つどいの広場/1月
←最新情報は
　こちらから

パパと一緒におやこっこクッキングⅡ　子育て学習室
日　時 ２月５日（日）午前10時～正午 申込開始 23日（月）
対　象 ２歳６カ月以上の幼児とパパ　15組
内　容 おにぎり＆みそ汁を作る 参加費 １組300円
持ち物 お米１合、ミートナイフ、エプロン、三角巾、皿、お椀ほか

パパと遊ぼうデー｢運動遊び｣
日　時 24日（火）午前10時30分～11時30分 申込期限 20日（金）
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

おでかけ広場　国府地区公民館
日　時 16日（月）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 お正月遊び

おでかけ広場（３Ｂ体操）　竹野地区公民館
日　時 26日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ３Ｂ（ボール、ベル、ベルダー）を使って親子で楽しむ
講　師 日本３Ｂ体操協会

運動遊び
日　時 17日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

なかよし広場
日　時 26日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 おおむね１歳までの乳児と保護者、妊婦
内　容 保健師ミニ講話～事故予防～、計測、個別相談、簡単ベビーマッサージ

日　時 20日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、相談、親子遊び、交流、計測
持ち物 母子手帳

なかよし広場

日　時 ２月10日（金）午後１時30分～２時45分
申込開始 30日（月）
対　象 ６カ月～１歳６カ月の乳幼児と保護者　25組
内　容 親子触れ合い遊び、母親同士の交流

手遊び＆ふれあい遊び講座Ⅱ　子育て学習室

日　時 25日（水）午後１時30分～２時30分
申込開始 16日（月）
対　象 ３歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 鳴子･筒太鼓を使ったリズム遊び　ほか

おやこっこリズム遊び　子育て学習室

日　時 22日（日）午前10時～11時15分 申込開始 12日（木）
対　象 ２歳以上の幼児とパパ　20組　※ママだけの参加もOK
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

パパと遊ぼうデー おやこっこ運動遊び　子育て学習室

日　時 20日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 いろいろコーナー遊び、いろいろゲームほか

おでかけ広場　城崎地区公民館　多目的ホール 日　時 18日（水）午前10時30分～11時30分
申込開始 ６日（金）
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 親子遊び、絵本の読み聞かせ、鬼のお面作り

みんなであそぼう！

日　時 ２月１日（水）午前10時30分～11時30分
申込開始 18日（水） 対　象 乳幼児と保護者25組
内　容 歌、リズム体操、入れ物作り＆豆まき　ほか
参加費 １家族50円

豆まき

日　時 21日（土）午前10時～午後１時30分
申込期限 18日（水）
対　象 子育て中の親子、家族　40組
内　容 こま回し、お手玉遊び、わらべ歌ほか、みんなで昼食
参加費 昼食代として１食につき150円
持ち物 お茶

パパと遊ぼうデー「伝承遊び」　出石子育てセンター、弘道地区公民館

日　時 18日（水）午後１時30分～２時45分
申込開始 11日（水）
対　象 ４カ月～１歳までの乳児と保護者　25組
内　容 ベビーマッサージ、スキンシップの話、母親同士の交流
講　師 ベビーマッサージインストラクター　土生田尚子さん

ベビーマッサージ講座　子育て学習室

日　時 15日（日）午前10時～正午 申込開始 ５日（木）
対　象 子育て中の両親　先着10組（一時保育15人）
内　容 ママの役割、パパの役割
講　師 子育て総合センター　所長　永田由紀（臨床発達心理士）

ママとパパ夫婦で子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ練習室

にこにこひろば
日　時 11日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子触れ合い遊び、絵本の読み聞かせ、紙芝居ほか

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石庁舎1階）日・月曜日休館

パパと遊ぼうＤＡＹ！
日　時 14日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん、お母さん※小学生のきょうだいの参加可
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高庁舎3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

日　時 11日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 福笑い、こま回し、羽子板などお正月遊びを楽しむ

お正月遊びを楽しもう！

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館城崎子育てセンター　☎32-4666

（城崎庁舎2階）日・月曜日休館
わくわくパネルシアター　城崎庁舎１階　集会室
日　時 11日（水）午前10時30分～11時15分
申込期限 10日（火）
対　象 乳幼児と保護者　50人
内　容 パネルシアター、ブラックシアター

日　時 11日（水）午前10時～11時30分
対　象 おおむね１歳までの乳児と保護者、妊婦
内　容 保健師ミニ講話、計測、赤ちゃん体操、乾布摩擦、ママの体操

なかよし広場

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

日　時 13日（金）午後１時30分～３時
申込開始 ４日（水）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 牛乳パックでびっくり箱を作る、母親同士の交流
持ち物 牛乳パック（１ℓ３本）、輪ゴム11本、はさみ、ホチキス

お母さんの手作り広場Ⅲ　子育て学習室

日　時 18日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊び、親子遊び、計測、子育て相談、読み聞かせほか
スタッフ 保健師、看護師（助産師）、保育士、図書館司書、児童ボランティア

なかよし広場　子育て学習室

日　時 30日（月）①午後１時30分②午後２時10分
③午後２時50分④午後３時30分

申込開始 20日（金）
対　象 子育て中の保護者　各時刻２人（全８人）先着順　※託児あり
内　容 仕事復帰への悩み相談、具体的な仕事紹介（パート、正社員）ほか
アドバイザー ハローワーク豊岡　マザーズ担当相談員

ハローワーク豊岡
マザーズコーナー出張相談Ⅱ　豊岡市民プラザ　練習室
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平成28年11月30日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

JANUARY
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談 11日（水）13：30～16：00 豊岡健康福祉センター 生涯学習課 23－0341
日高農村環境改善センター

行 政 相 談

11日（水）
13：30～15：30

日高農村環境改善センター

秘書広報課 23－1114
12日（木） 出石庁舎
13日（金） 城崎庁舎
14日（土）10：00～11：30 豊岡健康福祉センター
19日（木）13：30～15：30 但東健康福祉センター

身 体 障 害 者 相 談 18日（水）13：00～16：00

豊岡健康福祉センター

社会福祉課 24－7033

身 体 障 害 者
（視覚障害者）相談 27日（金）13：00～16：00
身 体 障 害 者
（聴覚障害者）相談 25日（水）13：00～16：00

知 的 障 害 者 相 談 10日（火） 9：00～11：00 立野庁舎

精神保健福祉相談
12日（木）

9：00～11：00
竹野庁舎

19日（木） 日高健康福祉センター
26日（木） 但東健康福祉センター

心 配 ご と 相 談

毎週月～金
（法律相談日を除く） 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 豊

岡

市

社

会

福

祉

協

議

会

本所・豊岡地区センター 24－7311

 5 日（木）
19日（木）

13：30～16：00

城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181

10日（火）
25日（水） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100

18日（水） 竹野健康福祉センター 竹野地区センター 47－1423

結 婚 相 談

 5 日（木）13：30～16：00 但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181
 6 日（金）
20日（金）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 本所・豊岡地区センター 23－2573
10日（火）
25日（水）

13：30～16：00

日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100
11日（水）
25日（水） 出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024

13日（金） 竹野健康福祉センター 竹野地区センター 47－1423
法 律 相 談
〔予約受付12/28（水）、8：30～〕
（先着8人・電話予約のみ）

10日（火）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 本所・豊岡地区センター 23－2573

不 登 校 相 談
毎週月～金 9：00～17：00 豊岡健康福祉センター こども支援センター 24－8303発達にかかわる相談

子 育 て 家 庭 相 談
農 家 相 談  5 日（木）13：30～16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
職 業 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ハローワーク豊岡 ハローワーク豊岡 23－3101
Uターン就職相談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所大交流課 ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008
も の づ く り 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所エコバレー推進課 ものづくり支援センター 21－9024
事業所対象金融相談 毎週月～金 9：00～17：00 兵庫県信用保証協会但馬支所 金融相談窓口 22－5171
若 者 の 就 労 支 援 毎週月～金 10：00～16：00 若者サポートステーション豊岡 若者サポートステーション豊岡 34－6333
消 費 生 活 相 談 毎週月～金 9：00～16：00 市役所生活環境課 消費生活センター 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月～金 9：00～16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課 23－1114

エイズ・肝炎検査 要
予
約

10日（火）
24日（火） 9：15～11：15 兵庫県豊岡総合庁舎

豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

こころのケア相談 16日（月）13：30～16：30 豊岡健康福祉事務所
地域保健課 26－3672

※
毎
週
の
相
談
日
は
、祝
日
、年
始
を
除
く

1月の主な相談

合　計 男　性 女　性 世帯数
83,985人（－91人） 40,322人（－56人） 43,663人（－35人） 33,006世帯（－12世帯）
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1月の主な行事
JANUARY

より詳しい情報は
こちらから

13（金）
14（土）消防本部消防出初式（10：00～ 消防本部）

パパと遊ぼうDAY！
 （10：30～11：30 日高子育てセンター）

15（日）
16（月）
17（火）
18（水）なかよし広場

 （９：30～ 子育て総合センター）
えほんのとびら
 （10：30～11：00 出石子育てセンター）

19（木）絵本の読み聞かせの会
 （10：30～11：00 日高子育てセンター）

20（金）
21（土）伝承遊び（10：00～13：30 出石子育てセン

ター、弘道地区公民館）
竹野人権学習のつどい（13：30～ 竹野庁舎）

22（日）カバストマルシェ
 （10：30～15：30 宵田商店街）

23（月）
24（火）
25（水）
26（木）絵本の読み聞かせ

 （10：30～11：00 城崎子育てセンター）
なかよし広場
 （10：30～11：30 日高子育てセンター）

27（金）えほんはともだち
 （10：30～11：00 但東子育てセンター）

28（土）
29（日）人権　音楽とお話のつどい

 （13：30～15：00 豊岡市民プラザ）

30（月）
31（火）

ひ
と
り
ご
と

1（日）元日
2（月）振替休日
3（火）コウノトリ文化館新春特別開館（～４日）
4（水）にじっこ絵本

 （10：30～11：30 竹野子育てセンター）
豊岡市賀詞交換会（11：00～ 本庁舎）

5（木）わらべうた遊び
 （11：00～ 子育て総合センター）

6（金）城崎消防団出初式
（10：00～ 城崎庁舎　ほか）

7（土）第23回プラザ寄席ふれ愛亭
 （14：00～ 豊岡市民プラザ）

8（日）豊岡消防団出初式
 （９：00～ 中央駐車場　ほか）
竹野消防団出初式
 （９：00～ 竹野川河川敷　ほか）
出石消防団出初式
 （９：30～ ひぼこホール周辺）
平成28年度豊岡市成人式
 （13：30～14：35 市民会館）
成人式式典中継（12：45～14：35 本庁舎）

9（月）成人の日
但東消防団出初式
 （９：30～ 但東庁舎駐車場　ほか）
劇団「演劇FACTORY」旗揚げ公演
『土の詩～時の記憶～』公開稽古
 （14：00～ 豊岡市民プラザ）

10（火）音楽あそび
 （10：00～11：30 竹野子育てセンター）
宵田の十日恵比寿まつり
 〔西宮神社（日高町宵田）〕

11（水）田ノ口賽の神まつり（大わらじ・大ぞうり
奉納）（８：00～12：00 日高町田ノ口）
にこにこひろば
 （10：30～11：00 出石子育てセンター）
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

12（木）

平
成
29
年
元
日
に
挿
入
さ
れ
る「
う

る
う
秒
」。
１
月
１
日
の
午
前
8
時

59
分
59
秒
と
午
前
9
時
の
間
に「
8

時
59
分
60
秒
」が
。
元
日
の
実
施
は

平
成
21
年
以
来
と
の
こ
と
。
こ
の
正

月
は
、
い
つ
も
よ
り
1
秒
長
く
お
酒

が
飲
め
る
か
も
。 

Ⓦ

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣
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N
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　４月からはいよいよ６年
生！がんばりたいことは勉
強にテスト、友達とサッカー
をすること。修学旅行も楽し
みです。プランやしおり作成
も楽しみ！早くやりたいなぁ。学校のリーダーと
して１年間力いっぱいがんばるゾ～！

学校のリーダーとして
　　志

し

水
みず

陽
よう

太
た

さん
（出石町八木）
（平成17年生まれ）

　今年、最高学年６年生に
なります。下級生の見本と
なるように、行動していき
たいです。一つ一つの行動
に６年生という意識をもっ
てしていきたいです。習い事のバレーボール・
ピアノなどもがんばっていきたいです。

一つ上の自分を目指して
　　 石

いし

橋
ばし

いずみさん
（日高町水上）

（平成17年生まれ）

　子どもが２人となり毎日
が慌ただしく過ぎる中、11月
から仕事に復帰しました。集
中すると周りが見えなくな
る私なので、日々成長する子
どもたちとの時間を大切にするため、家族を頼り
ながら仕事も頑張っていきたいです。

子どもたちとの時間を大切に
　　 寺

てら

内
うち

久
く

美
み

子
こ

さん
（日高町上郷）
（昭和56年生まれ）

　大学卒業を期に、但馬に
帰ってきました。｢この地域
のために、何ができるのかを
見つける｣が私の今年のテー
マです。自分自身の内面を含
め、まだまだ分からない事だらけですが、日々の
発見を楽しみながら頑張っていきたいです。

日々の発見を楽しむ
　　 北

きた

脇
わき

修
しゅう

平
へい

さん
（九日市上町）

（平成５年生まれ）

　難病となり早期退職しま
した。妻には負担を掛け、友
人や知人にも励まされまし
た。今年は還暦で結婚30年目。
トリわけ心配を掛けたひト
リひトリの気持ちを大切に、健康な一年間で病に
立ち向かって、次期年男まで頑張りたいです。

健康な一年間に
　　 加

か

芝
しば

敏
とし

郎
ろう

さん
（戸牧）

（昭和32年生まれ）
　私が年の初めに思うこ
とは、健康でいることで
す。病院にお世話になる
ことが多くなり、実感し
ています。できる範囲で
体調管理をしていきたいです。それから｢何
事も勉強｣と思って、いろいろ学びたいです。

何事も勉強
　　 大

おお

濱
はま

千
ち

香
か

代
よ

さん
（竹野町竹野）

（昭和44年生まれ）

　多くの方の助けを借りな
がら夫の介護を始めて５年
目になります。一緒に生活で
きて笑い合えたり、共通の夢
や希望が持てることに喜び
を感じています。今年は２人で泊旅行の夢を実
現したいと思います。

泊旅行の夢を！！
　　 谷

たに

垣
がき

隆
たか

子
こ

さん
（城崎町来日）

（昭和20年生まれ）
　家族や大勢の地域の人々
から温かい励ましの声をい
ただきながら、楽しく過ごし
てきました。本当にまごころ
の応援を掛けていただく今
日、今年も酉年にちなみ｢コッコッコッ！｣こつ
こつと精進していきます。

こつこつと精進
　　 能

の

勢
せ

　清
きよし

さん
（但東町赤花）

（昭和20年生まれ）

2017年  酉
と り

年
謹賀新年

　年男・年女の方々に新年の抱負を
語っていただきました。
　皆さんにとって良い年になります
ように…。


